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このたび船岡町大字船岡字丸山地内に一般県道栃谷船岡線特殊改良一種工事お

よび町道新庄坂田線新設工事が実施されることになりました。

この付近一帯は、埋蔵文化財の包蔵が予測される土地であります。

このため工事により、埋蔵文化財が破壊される恐れもあるので、町文化財保

護委員会の意見を聴取した結果、事前の予備調査が必要であると認め、昭和55

年4月7日発掘調査に着手いたしました。

天候不順で調査も困難でありましたが、初期の目的を達成し、多くの成果を

挙げて無事に調査を終了いたしました。

これはひとえに、県文化課文化財主事。森田純一氏の適切なご指導、ご助言

と終始献身的に調査にたずさわっていただいた松下利秀主任調査員の両氏、並

びに作業にご尽力いただいた町文化財保護委員を初め、地元関係者の方々に対

して厚くお礼申し上げます。

昭和56年2月28日

鳥取県八頭郡船岡町教育委員会

教育長　西　尾　親　義

⑳丸山遺跡の特徴

調査地区をバイパス路線内と限定された為、明瞭な遺構の検出は困難であったが概ね以

下の推定が許されると思う。

丸山遺跡は弥生時代前期に始まり五世紀前半までは住居区として使用されると同時に部

分的には埋葬も行なわれた。そして五世紀前半から土壌が優位を占め始めて円形周溝墓も

造営され、五世紀後半から六世紀の全搬に渡って円筒埴輪を伴出する、少なくとも67m級

の古墳も造営されるに至った。

その後、八世紀になって新たに住居区として使用され、小皿、土鍋、土釜、等の出土に

より鎌倉、室町時代までは住居区として使用されていたと推定される。

また、分銅型土製品、石包丁、柱状片刃石斧の出土した事と同時に、布留式新に対比す

る竪穴式住居と八世紀の住居が複合しており、その床面が略同一レベルにあった事は特筆

して置きたい。



例 m

上　この報告書は、一般県道栃谷船岡線特殊改良一種工事および町道新庄坂田線新設工事の実施

に伴なって行なった埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2・調査は、船岡町教育委員会が「丸山遺跡発掘調査」として行なった。

3・期間は昭和55年4月7日に着手し昭和56年2月28日に終了した。

4言周査の実施にあたっては、適宜県文化課の指導助言を得た。

5．本書の作成は、松下利秀が執筆編集した。

6・トレンチ分布図については、船岡町作製の1／1000地形図を使用した。

告　本書に使用した方位は全て磁北を示す。

8・遣物の保管は、船岡町教育委員会で行なっている。

（調査主体）

（調査団長）

（調査指導）

（主任調査員）

（調　査　員）

調　査　組　織

船岡町教育委員会

西尾親義（船岡町教育委員会教育長）

森田純一（鳥取県教育委員会文化課文化財主事）

松下利秀

中家誠次、木下俊雄、浦林寿男、田中登貴男、西尾政美（以上、船同町文化

財保護委員）、田中一男、橋本正太郎、谷口雅美智（以上、船岡町教育委員

会）

（作　業　員）　岩見一郎、木嶋孝明、橋本信治、岩成熊治、井田寛、井田春野、井田たっ子、

木下すみ江、岸田美智子、浦林はる江、木嶋普美子、橋本道子、西田登喜子、

田渕和子、山本正子

（事務担当）　竹尾雅詮（船岡町教育委員会社会教育主事）
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周濠（溝）・内部より円筒埴輪出土（西方より見る）
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第I章　丸山遺跡の概要

船岡町遺跡・神社分布図

丸山地区航空写真

丸山遺跡トレンチ分布図

0・Fトレンチ写真

0．0′

T・T′．T〟．T。

円形同港墓

弥生時代中期住居址

トレンチ写真

写真

第I章　丸山遺跡出土の円筒埴輪について……．

第Ⅱ章　丸山遺跡遺物実測図

第Ⅳ章　丸山遺跡遺物一覧表

第Ⅴ章　丸山遺跡遺物写真集

船　岡　町　位　置　図



第I章　丸山遺跡の概要

丸山遺跡は千代川河口より約21km、海抜50m前後の所にあり、八東川と大江川の合流点南方約

0．8kmの大江川左岸に発達する比高約10mの洪積段丘上に位置している。

この遺跡の西北西約1．3kmには銅鐸を出土した破岩があり、破岩部落北方1kmの私都川右岸には

土師百井廃寺跡（自鳳時代後期）が位置している。そして本遺跡の円筒埴輪出土地点より約200

m東方の大江川対岸には下荒神古墳（方墳・29mX22m）があり、これより南方約4．5kmの大江

川左岸には因幡二宮といわれる大江神社ある。

また、大江川流域には中世に由来すると思われる字名が水トト殿部落を中心に見られ、能引寺

の虎御前、伊田氏、波多野氏、等とも関係深く、土師氏末裔の一派といわれる大江氏をも想起す

るならば、大江川河Uの丸山遺跡の地理的位置は重要な意味をもっていたと考えられる。

今回、この丸山遺跡地内を二本のバイパスが横断する事となり、この布設予定地内に限り記録

保存を前提とした発掘調査を実施した。以下はその概要である。

（Bトレンチ）　第4図参照

③は直径130cm、深さ50cmの

フラスコ状を呈する貯蔵穴であ

り、①・②・④は土肱状遺構で、

⑤・⑥の遺構の性格は不明であ

る。

貯蔵穴より伴出した土器より

四世紀前半と推定する。

（C・C′・C〝・トレンチ）

第4図参照

2×10mのトレンチ三本によ

り同港状遺構を推定できたが、Cトレンチ北方は路線外である為に未確認。

（D・D′・E・E′トレンチ）　第4・5・6図参照

幅約7．5rTL深さ約1．8mの周濠（溝）であり、DrD’トレンチの直線距離約67mを計るので、少

”菊′′と言売めそうな土師質土器（0トレンチー65cm出土）　　　　分銅型土製晶（T’トレンチr55cm出土）

－1－
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讐聖墳　⑤大平谷古墳　⑨牧野遺跡　初野空亭神社（E）隼神社　畑水口神社
②下荒神古墳　⑥栗坪古墳　⑩橋本遺跡（B）辛青石申社
③丸山遺跡　⑦福井古墳　⑪半柵城祉　紀）下船同神社

④神明古墳　⑧西ノ同遺跡　　　　　　（D上船剛申社

第2図　船岡町遺跡。神社分布図

－　2　－

（F）西谷神社　㈹大江神社

註－10は遺跡を示し、⑳は神社を示す。

註－2　国土地理院発行1‥50，000地形図「鳥取

南部」「若桜」図幅より抜粋。

註－3⊂＝コは航空写真の区域

（ご
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なくともそれ以Lの規模の古墳があるものと推定される。又、トレ

ンチ内より多数の円筒埴輪片が出土している。

（Fトレンチ）　第7・8図参照

ピット内より中世土鍋を検出し、また地表下30～50cmで土師質小

皿を確認している。

（〇・〇′トレンチ）　第9・11図参照

地表より60cm付近で中世土鍋の半個体分を確認し、この層準が中

世を指示すると推定したが遺構を検出する事は出来なかった。

地表より120cmで交叉する二基の住居址を確認し④は八世紀、芭）は

四世紀後半の竪穴式住居と推定する。住居址の落ち込みは（塾で約30

cmであるが、顕著などット状遺構は認められない。

（S・T・T′・T”・TOトレンチ）　第10・12図参照

雨落、礎石は認められないが土師質小皿と共に確認された中世根

石状遺構と、四基の土砿墓（時期不明）、そして時期不明のピット状

遺構である。

本トレンチからは多数の弥生中一末期の土器片と石庖丁、柱状片

刃石斧そして分銅型土製品（各1）を検出している。

（Q・Rトレンチ、A～Dグリッド）　第13・14図参照

Qトレンチ東部・A・Cグリッド南部より弥生時代中期の住居址

（建て直しの跡あり）を検出し、同時にこれを切る古墳時代前期か

分銅型土製晶

ら中期前半の住居区を囲むと推定される邁状遺構の一部を検出し、葉脈痕の見える弥生式土器底部

遺物－25　∪トレンチ西部出土の嚢（合口窒棺墓の可能性大）

－4　－

貯蔵穴（古墳時代前期前半）も

確認した。

また、Rトレンチ・A～Dグ

リッドにより8基の土肱を囲む

円形周溝墓と同港外方から5基

の土砿状遺構を確認した。この

周溝築造時期は不明確であるが

土肱の時期には幅があり古墳時

代中期全搬と推定する。
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E　　山叫田叫山Dトレンチ

E′トレンチ

（円筒埴輪出土）

ト　　　　4

ト　　　　4

0　　　5　　10　　　　　　20　　　　　　30cm
LLL」＿＿」＿＿＿＿し＿⊥＿＿⊥＿＿⊥＿＿＿し＿」＿＿＿亡‥；i i i i i　．l l・；i i i；；；；i i

第4図　A～Eトレンチ分布図（周濠位置図）
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0　　　50 100　150　200cm

江口10Y瑚／4～3／4・中小亜角礫散在・黄褐色土層
Ⅲ皿25Y3／2・中亜角礫散在・灰黒色褐色土層

皿10YR2／2～2／3・中亜円礫散在・黒褐色土層

臣司5YR3／2～3／3・中小亜角礫散在・暗赤褐色土層
皿皿7・5YR3／3～3／4・中亜角礫散在・暗褐色土層

にヨ10YR4／4～3／4・中小亜円礫散在ローム質土層

［∃茶褐色グライ斑文士層（周涼を示す？）

第5図　Dトレンチ南壁地層断面図

葉　　5P　190　．20pcm

［コ10YR3／2・中小角～亜角礫散在・暗褐色土層

にコ7・5YR4／3～3／3・中小角～亜角礫散在・淡暗褐色土層

皿10YR3／2～3／4・中小角～亜角礫点在・淡黒褐色土層

圧図10YR2／2～2／3・中小亜角礫散在・黒褐色腐植土層

鉦田2・5Y3／2～3／3・中小亜角礫散在・灰黒褐色土層
Eオ基盤（角礫～亜角礫岩層）

臣コ中小亜角～角礫岩層（沖積扇状地構成物）

第6図　D′トレンチ地層断面図
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（註）●印は巨石であり④の8世紀の住居址に関連する

ものである。（諺は4世紀後半から5世紀前半の住

居址であり（諺は他に住居址が在る可能性を示して

いる。

又、④・⑥・⑥は焼土であり、④地点からは木炭

も検出している。

L⊥＿＿＿」　量　．jm
t°一t°t．tl t．－tPtpt°ltlllllttttt－llllllllllll tllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll－　lttllllllll－
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第10図　S・Tトレンチ実測図
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Tトレンチ根石状遺構（東方より見る）
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弥生式土器の底部について

本来ならば一覧表を作製して整理すべきであるが、時間的都合により省略させて噴く事とした

又、不親切ではあるが形態上の分類は遣物実測図を見て噴く事として、手法上の分類だけを簡単

に記す事とする。

（手法上の分類）

A種…内外面へラミガキ（2片）

171・179。

B種…外面へラミガキ、内面へラケズリ（12片）

134・141・149・155・157・158・166・167・185・186・193・194。

C種…外面へラミガキ、内面クシメ又はパケメ（4片）

138・139・140・142。

D種…外面へラミガキ、内面指頭庄痕又はナデ（30片）

131・144・145・146・148・151・153・154・156・160・161・162・168・169・170・174・

175・178・180・181・182・187・188・189・190・195・197・200・203・219。

E種…外面パケメ、内面へラミガキ（1片）

217。

F種…外面パケメ、内面へラケズリ（6片）

184・208・213・214・215・222。

G種外面パケメ、内面指頭庄痕又はナデ（12片）

137・182・199・204・205・210・211・212・216・220・221・223。

H種…外面ナデ、内面へラケズリ（4片）

135・150・163・173。

I種・‥外面ナデ、内面指頭庄痕叉はナデ（22片）

132・133・136・143・147・152・159・164・165・172・176・177・183・191・192・198・

201・202・206・207・209・218。

但し、132番の底面には落葉広葉樹の葉脈痕が見られ、200番には布地の格子状編目痕、223番の底

面には穿孔が見られる。

以上、弥生式土器底部について簡単に記したが、弥生時代中期の土器にはヘラの多用化が見ら

れ、後期から末期に射すては楠→パケ→ナデによる技法の流行の変化があったのではないかと考

えて遺物実測図を並べて見た。

そして、D種の外面へラミガキ、内面指頭庄痕又はナデの技法によるもの30片は婆型土器の可

能性が強いものであり、I種の外面ナデ、内面指頭庄痕又はナデの技法のもの22片の底部は壷型

土器の可能性の強いものと推定する

－11－



（註）高等線は10cmコンターである。

1●印は15～20cmの深さをもつピット状遺構を示す。

①～⑱は遺物一覧表内の円形同溝墓上でのサンプリング地点を示す。

第13図を参照されたい。

第14図　円形周溝墓（上部）及び弥生竪穴式住居址（下部）実測図
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弥生時代中期の竪穴式住居址
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第I章　丸山遺跡出土の円筒埴輪について

D・E・E′トレンチ内で出土した埴輪片は、故意に破壊したかの如く小片となって、周濠（溝）

内の上部から下底にくまなく散在していた。

その中で、鳥型・人物埴輪の一部分と思える破片を各一片検出しているが、その他は全て普通

・朝顔型円筒埴輪により占られていた。

拓本－①の円筒埴輪は約60％で復原でき、これにより丸山遺跡の普通円筒埴輪を代表させると、

タガの突出度は少なく、本数は三本、スカシ孔は円形・無黒斑であり外面底部付近に板状工具に

よるオサエ・ナデが施されており、外面中間段には二次調整が認められる。

二次調整に注目すると写真－②の如く、連続的なヨコパケと断続的なヨコパケ、不規則なナデ

技法を認め、工具を器壁上で止めた際の工具痕に右傾条線（左ききの工人？）・左傾条線（右き

きの工人）・縦条線の計6種類の二次調整を認める。

底部調整（朝顔型もあるので底部調整を行なっていないものも予測される）について見ると、

内外面オサエ・ナデのものと部分的に内外面パケメの見られるものがあり、基部作製法として粘

土帯貼合せ（3～4枚）と粘土帯貼合せ痕跡の無いものを認める。

また、拓本一③の如く上段の円形スカシよりヒゲ状線刻の描かれているもの（6個体片）、拓本－⑥の如

く最上段タガより鳥址伏線刻が拓本－③と同様の位置に措かれているもの（2個体片）を検出している。

朝顔型円筒埴輪の概観については拓本－④・⑤により判断して頂く事とし、その口縁部のパケ

メより工具が一種類と二種類のもの、そして内面のパケメがヨコパケのものとナナメパケのもの

がある。また、肩の張りにも二種類が認められる。（写真－③を参照）

以上、丸山遺跡出土の円

筒埴輪はその大半が突出度

の小さい、二次調整、底部

調整の認められるタガ問に

二個の円形スカシを有する

無黒斑（5～6片の有黒斑

も認められる）円筒埴輪で

あり、時期的には五世紀後

半から六世紀全搬を推定さ

せ、個体数は基部より18個

体以上、朝顔形円筒埴輪口

綾部より12個体分の円筒埴

埴輪が類推できる。 写真一（力　円筒埴輪の各種タガ

－14－



写真－②　普通円筒埴輪の技法

－15－



写真一旬朝顔型円筒埴輪口綾部A・Bは一種

類のパケを使用しているが、内面上半部のパ

ケメが異なる。

C・Dは二種類のパケを使用しており内面上

半部のパケメが異なる。
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鯉静

叫軋．草云＊・∴＿　－凍

て捧

㊧拓本－④と⑤は別個体

であるが、朝顔型円筒

埴輪の全容を見る為に

配列した。
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第Ⅱ章　丸山遺跡・遺物実測図
1）嚢型土器
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2）壷型土器
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4）壷又蜜型土器
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5）弥生土器底部
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10）低脚杯類
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12）その他（Ⅲ）
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13）その他（Ⅳ）
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第Ⅳ章　丸山遺跡遺物一覧表
連
番□

器　 種 色　 調 月台　 土 焼 成 法量仁m） 形態 上の特徴 手法 上の特徴 備 考 （出土地 点）

1 婆　 型 外　　 面 ’中破 点在 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 外面 ・頸部 ～胴 部 ヨコ T トレンチ東部

土　 器 暗 褐　 色 緻　　 密 やや 18．6 口頸部 ヘ ラ ミガキ －90cm

内　　 面 硬 質 口縁端 上下拡張 ・内傾 ′後、 8 本 の楠描 波状 文 T O トレ ンチ東部

に　ぷ　 い 口縁端 面 に凹線 文 3 条 5 条 のヘ ラガキ凹線文 －70cm

褐　　 色 と 1 組 6 個 の円形 浮文

頸部 に貼付凸帯

櫛描波状 文

7 条 のヘ ラガキ回線文

右傾 パケ刺突刻 目文、

内 面パケ メ

U トレンチ

2 璽　 型 明赤褐 色 中砂 点在 良好 口　 径 口縁端 肥厚 、内傾 内外 面 ヨコナデ T O トレンチ中央寄 り

土　 器 緻　　 密 やや

硬 質

23．9 口縁端 面 に凹 線文 3 条

と 1 組 3 個 の円形 浮文

－30～50cm

3 璽　 型 外　　 面 粗砂 点在 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 外 面 ・口縁 部 ヨコナ デ T O トレンチ

土　 器 にぷい橙 緻　　 密 やや 19．2 口頭 部 肩部 ヨコパケ後 スリ ッ －40cm

内　　 面

オリーブ

黄

硬質 口縁端 上方拡張 ・内傾

ロ縁端 面凹線 文 2 条
頸 部 に貼付 凸帯

プ ？

内面 ・口縁部‘ヨコナデ

肩 部ナナ メパ ケメ

4 婆　 型 外　　 面 均質緻密 良好 口　 径 「く」 の字に外反す る 外面口緑 部 ヨコナデ T O トレンチ東部

土　 器 浅 黄 橙 やや 22．0 口頸部 肩 部 タテパ ケメ －20～40cm

内面暗褐 硬 密 口縁端上 方拡 張 ・内傾

口縁端 面凹線文 2 条

頸 部・に貼付 凸帯

内面口縁 部 ヨコナデ

肩 部 ヨコ～ナ ナメパ ケ

メ

5 聾　 型 灰 粗砂散在 良好 口　 径 「く」 の字 に外反す る 外 面 ・口縁端面 ヨコナ T ′′トレンチ

土　 器 オ リーブ やや 19．1 口頭部 デ。肩部 タテパ ケメ ？ －40－50cm

硬質 口縁端上 方ツマ ミアゲ 内面 ・口縁部 ヨコへ ラ 他 に同形態 の もので も

内傾 ミガキ 口縁 端面 に右傾 パケ刺

頸 部 に貼付 凸帯 肩部 ヨコナデ 突刻 目文 もある。

6 婆　 型 灰　　 白 中砂点 在 良好 口　 径 口縁端や や肥 厚 ・内傾 外 面 ・口縁部 タテパ ケ T ′′トレンチ

土　 器 緻　　 密 硬質 27．0 外面 口縁部 に凹線文 2 後 ヨコナデ －50cm
条

口縁端面 ・二段 の右傾

パ ケ刺突刻 目文の ち・ヨ

コナテざ

内面 ・口縁 部 ヨコナ デ （壷 の可能性 有 り）

7 婆　 型 灰　　 白 中砂散 在 良好 口　 径 「く」’の字 に外反 す る 口縁 部内外面 ヨコナデ 円形同港墓 第・14図

土　 器 硬 質 21．6 口頸部

口縁端上下拡 張 ・内傾

口縁端 面凹線文 3 条 の

ち右傾 パケ刺突刻 目文

ロ縁 内面 に凹線 1 条

肩部内面 ナナ メパ ケメ 土墳墓No 4－

（土壌 の時期 を示す と

ば考え られない）

8 賓　 型 明　黄 褐 均　　 質 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 外面 ・口縁部 ヨコナデ T ′′トレンチ西部

土　 器 細砂散 在 やや 22．8 口頸部 肩部 タテパ ケ －50cm

硬 質 白線端 上下拡張 ・内傾

口縁端 面 に凹線 文 4 条

後 ナナメパケ

内面 ・口縁部 ヨコナデ

肩部 タテパケ

頸部付近 ナナ メパケ

外面 スス沈 着

9 婆　 型 黄　　 橙 中砂 点在 良好 ロ ．径 「く」 の字 に外 反す る 内外面 ヨコナデ T 〝トレ ンチ

土　 器 緻　　 密 やや

硬 質

17．8 口頭 部

口縁端 上下拡張 ・内傾

口縁端 面 に凹線 文 3 条

－50cm

1 0 賓　 型 淡　　 黄 細砂散 在 良好 口　 径 「く」・の字 に外 反す る 外面 ・肩部 ナナメパケ T O トレンチ東部 ～

土　 器 緻　　 密 やや 26．9 口頸 部 後 ヨコナデ 中央部

軟質 口縁端 やや肥厚 ・内傾

口縁端 面 に洗練 3 条

内縁 内面 に凹線 文 3 奈

内面 ・肩部 ナナ メパ ケ

後 ヨコパ ケ

－20－40cm

－34－



ぐ

遺物
番号 器　 種 色　 調 胎　 土 焼 成 法 量 km） 形 態 上 の 特 徴 手法 上 の 特 徴 備 考 （出 土 地 点 ）

11 婆　 型 外　　 面 粗 砂 散 在 良 好 口　 径 「く」 の 字 に外 反 す る 外 面 ・口頸 部 ヨ・コナ デ T O トレ ンチ北 東 部
土　 器 に　 ぷ　 い 不 均　 質 や や 2 2．0 口頸 部 肩 部 タテパ ケ メ － 65cm

黄　　 褐

内　　 面

浅　　 黄

軟 質 口縁 端 や や 肥 厚 ・内傾

口縁 端 面 に凹 線 文 ．2 条

内 面 ・口緑 部 ヨ コナ デ

頸 部 ヨ コパ ケ

肩 部 タ テ ナ デ

12 婆　 型 外　 面 橙 均　　 質 良好 口　 径 「く」 の 字 に外 反 す る 外 面 ・口頸 部 ヨ コ ナ デ T ′′トレ ンチ 東 部
土　 器 内　　 面 中 砂 散 在 や や 19 ．6 口頸 部 肩 部 タ テパ ケ メ － 40cm

オ リー ブ

黄

軟 質 口縁 端 や や肥 厚 ・内傾

口縁 端 面 に 凹 線 文 2 条

口縁 内 面 に 凹 線 1 条

内 面 ヨ コナ デ

13 襲　 撃 外　　 面 ／」礫 散 在 良 好 口　 径 「く」 の 字 に外 反 す る 外 面 ・口頸 部 ヨ コ ナ デ T O トレ ンチ 西部
土　 器 明　 赤 褐

内・面 赤 褐

軟 質 ・1 3 ．6 口頸 部

口 縁 端 や や肥 厚 ・内 傾

口縁 端 面 に 凹線 文 2 条

口縁 内 面 に 1 凹 面

肩 部 タテ パ ケ メ

内 面 左 回 り ヨ コナ デ
－ 4 0cm

1 4 聾　 型 淡　　 黄 均　　 質 良 好 口　 径 「く」 の 字 に外 反 す る 外 面 ヨ コナ デ tJ トレ ン チ西 部
土　 器 中砂 点 在 や や

軟 質

2 2 ．8 口頸 部

口縁 端 や や 肥 厚 ・内 傾

口縁 端 面 に 1 凹 面

頭 部 に右 傾 へ ラ措 施 文

内 面 ・口頸 部 ・ヨ コナ デ

肩 部 ナ ナ メパ ケ メ
－5 0cm

1 5 婆　 型 浅 黄 橙 小礫 点 在 良 好 口　 径 「く」 の 字 に外 反 す る 内 外 面 口頸 部 ヨ コナ デ Q トレ ンチ
土　 器 緻　　 密 や や

軟 質

3 2 ．0 口頭 部

口縁 端 や や 肥 厚 ・内 傾

口琴 端 面 は 平 面

口縁 上端 内 面 に 凹 線 1

条

外 面 ・肩 部 タテ パ ケ メ

内 面 ・肩 部 ヨ コナ デ

（外 面 に ス ス沈 着 ）

16 賓　 型 橙 均 質 緻 密 良 好 口’ 径 「く」 の 字 に外 反 す る 内 外 面 口頸 部 ヨ コ ナ デ S トレ ンチ
土　 器 や や 14 ．4 口頭 部 外 面 肩 部 タ テパ ケ － 50 cm

硬 質 口縁 端 上 方 ツマ ミア ゲ

内 傾

口 縁 端 面 に 凹 線 文 1 条
内 面 口縁 部 に 凹 線 2 条

後 ヨ コナ デ

内 面 ・肩 部 ヨ コ ナ デ

（外 面 ス ス沈 着 ）

17 聾　 型 浅 黄 橙 均 質 緻 密 良 好 口　 径 「く」 の 字 に 外 反 す る 内 外 面 ・口頸 部 ヨ コ ナ T O ト レ ンチ 東 部 ～
土　 器 や や 17 ．0 口頸 部 －・P7－ 中 部

硬 質 口縁 端 上 方 ツ マ ミア ゲ 外 面 ・肩 部 タテ 気味 ナ － 2 0－ 4 0cm
内傾

口縁 端 面 に凹 線 文 1 条

口縁 内 面 に凹 線 文 1 条

ナ メ パ ケ

内 面 ・肩 部 タテ パ ケ ‘

後 ナ ナ メ パ ケ

（外 面 ス ス 沈 着 ）

1 8 婆　 型 灰　　 白 均 質緻 密 良 好 口　 径 「く」 の 字 に外 反 す る 内 外 面 口頸 部 ヨ コナ デ T ．ト レ ンチ
土　 器 ～　 淡 黄 や や 1 6．0 口頸 部・ 外 面 ・肩 部 左傾 ナ ナ メ 黒 褐 色 腐 植 土 層

軟 質 口縁 端 上 方 ツ マ ミ ア ゲ

内 傾

口縁 端 面 に凹 線 文 1 条

口縁 内 面 に凹 線 文 1 条

バ グ

後 タテ パ ケ

内 面 ・肩 部 タテ ナ デ

（外 面 に ス ス沈 着 ）

1 9 婆　 型 明 黄 摩 均 質 緻 密 良 好 口　 径 「く」 の 字 に外 反 す る 外 面 ・口縁 部 ヨ コナ デ T O トレ ン チ
土　 器 硬 質 1 5・6 口 頸 部 肩 上 部 ヨ コ パ ケ － 6 0cm

口縁 端 上 方 ツマ ミア ゲ

内 傾

口縁 端 面 に凹 線 文 1 条

口縁 内 面 に凹 線 文 1 条

後 タテパ ケ

肩 下 部 ヨ コ パ ケ

後 ナ ナ メパ ケ

内 面 ・肩 部 ナ ナ メ パ ケ

後 ナデ 仕 上 げ

（外 面 に ス ス沈 着 ）

20 婆　 型 浅 黄 橙 均 質 緻 密 良 好 口　 径 「く」 の 字 に外 反 す る 内 外 面 口頸 部 ヨ コナ デ T O トレ ン チ
土　 器 硬 質 13 ．8 口頭 部 外 面 ・肩 部 ナ ナ メパ ケ － 40 cm

口 縁 端 上 方 ツマ ミア ゲ

内 傾

口 縁 端 面 に 凹 線 文 1 条

口縁 内 面 に弱 凹 線 1 条

メ

内 面 ・肩 部 ナ ナ メパ ケ

メ

（外 面 に ス ス沈 着 ）

ー35－



遺物
番号 器　 種 色　 調 月台　 土 焼成 法量玩） 形態 上の特徴 手法上の特徴 備考 （出土地 点）

21 璽　 型 黄　　 橙 均質緻密 良好 口　 径 「く」 の字に外反す る 内外面 口頚部 ヨコナデ Q ・R トレンチ間

土　 器 やや

軟 質
17．4 口頸部

口縁端面 に弱凹面 ・内

傾

け縁内面 全体 が緩内壇

－70cm

22 璽　 型 黄橙～橙 均　　 質 良好 口　 径 「く」 の字 に外反す る 不　　　　　 明 T トレンチ

土　 器 中砂散 在 軟 質 12．1 口琴部

口縁端上 方 ツマ ミアゲ

丸 くオサエル

口縁端内 面に凹線文 1

条

（黒 視色 腐植土層）

23 聾　 型 浅　　 黄 均質緻密 良好 口　 径 「く」 の字に外屈す る 口縁端 面パ ケメ仕上 げ T トレンチ東部

土　 器 硬 質 15．0 口頭部

口縁端弱 く上方 ツマ ミ

アゲ、直 立気味内傾 さ

せ る

口縁端 内面 に弱凹線 文

1 条

外面肩～頸 部 ヨコパ ケ

後 ヨコへ ラ ミガキ

内面 ・肩部へ ラ ミガキ

後ナデ仕上 げ

－70cm

24 璽　 型 橙 中砂 点在 良好 口　 径 大 きく 「く」 の字 に外 内外面 口頚部 ヨコナデ T O トレンチ 中央部

土　 器 緻　　 密 硬 質 15．5 反す る口頸部 外面 ・胴下半部 タテヘ －60cm
器　 高

26．5

底　 径

5．0

直立 気味 の 口縁端 面に

凹線 文 1 条

口縁 内面 に弱凹線 文 2

条

口縁上端 を丸 くオサエ

ル

ラ ミガキ

外面 ・胴上半部 ナナメ

パケ メ
内面 ・胴下半部 タテナ

デ

内面 ・胴上半部パ ケメ

後ナデ

（外面 にスス沈 着）

25 婆　 型 橙 均質緻密 良好 底　 径 胴上半部 に二列の櫛歯 外面 ・胴上半部 ナデ U トレンチ西部

土　 器 やや 8．4 列点 文 外面 ・胴 下半部 タテヘ －50cm

硬 質 一端立上 が り広 がる ラミガキ

内面 ・胴上半部 ナナメ

クシメ （パ ケ ？）
内面 ・胴 下半部 タテ ク

シメ （パケ ？）

西 壁～130cm

南 壁～85 cm

（底 部 を北へ 向け る）

26 聾　 型 浅 黄 橙 小礫 点在 良好 底　 径 一端立上 が り大 き く広 外 面 ・胴 下半部 タテヘ U トレンチ西部

土　 器 中砂散 在 やや

硬 質

8．2 がる ラミガキ

内面 ・胴下半部 タテヘ

ラケズ リ

－50cm

西壁～13 0cm

南壁～85cm

（底部 を南へ 向け る）

27 聾　 型 淡　 白　黄 均質緻密 良好 口　 径 「く」 の字 に外反 する 内外面 口頸部 ヨコナデ A グリ ッド南東部

土　 器 やや

軟質

11．0 口頸部

厚 めの口縁 部内 面が緩

外反

外面 ・肩部 ヨコパ ケ

内面 ・肩部 ヨコへ ラケ

ズ リ

－70cm

28 聾　 型 浅　 黄　 橙 小礫 点在 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 内外面 口縁部 ヨコナデ T トレンチ東部

土　 器 緻　　 密 やや

軟質

14．7 口頸 部

内面 口縁 上部 に 1 凹面

外面 ・肩部 タテパケ メ －70cm
（外面 にスス沈 着）

29 聾　 型 外　　 面 粗砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 内外面 口縁部 ヨコナデ 0 トレンチ東部中央

土　 器 灰

オ リー ブ

内　　 面

浅　　 黄

緻　　 密 硬 質 14．0 口頸部

口縁部 内面 が緩外 反

後へ ラ ミガキ

外面 ・肩部 タテパ ケ

後へ ラ ミガキ

内面 ・肩部 ヨコへ ラケ

ズ リ

－70cm

30 賓　 型 に　 ぷ　 い 中砂散 在 良好 口　 径 直立 気味 の頸 部 内外面 口緑部 ヨコナデ R トレ ンチ
土　 器 黄　　 橙 緻　　 密 硬 質 13．8 短 か く外 反す る口縁部 内面 ・肩部へ ラケズ リ （外 面 にスス沈 着）
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遣物
番号 器　 種 色　 調 月台　 土 焼 成 法量柄 形 態 L の特徴 ‘ 手法上 の特徴 備 考 （出土地点）

31 聾　 型 に　ぷ　 い 均 質緻密 良好 口　 径 緩 く 「く」 の字 に外反 内外面 ヨコナデ C　グリ　ッ ド

土　 器 黄　　 橙 硬 質 25．9 する頸 部

内傾 す るロ縁部

外 面口縁 下部 に稜

平坦 な外傾す る口縁 部

上端 面

－60 cm

3 2 聾 ．型 内　　 面 粗砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る ’内外面 口緑部 ヨコナデ 0 トレンチ

土　 器 浅　 黄 橙 軟質 29．6 口頸 部 外面 ・肩部 タテパケ －40 cm

（土鍋 ？） 口縁 上端 部 を丸 くお さ

える

やや厚めの 口縁部

内 面口縁 上部 に弱 凹面

後 ヨコナデ

外面 ・胴部 ヨコパケ ？

内面 ・肩部 ナナ メパケ

メ

（外 面にス ス沈着）

33 聾　 型 浅 黄 橙 中砂 点在 良 好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 内外面 口縁部 ヨコナデ T トレンチ東部

土　 器 緻　　 密 やや 30．4 やや厚 めの口縁 部 外面 ・肩部 タテパケ －50cm

（土鍋 ？） 硬 質 口線 上端部 を丸 くお さ

える

外面 ・胴部 ナナ メパケ

内面 ・肩部 ヨコパケ ・

ナナメパケ

34 聾　 型 内　　 面 粗砂点在 良好 口　 径 「く」 の字 に外反す る 内外面 口縁部 ヨコナデ 0 ′トレンチ

土　 器 に　 ぷ　 い 中砂 散在 やや 17．2 口頸 部 外面 ・肩部 タテパ ケ － 110cm

黄　　 橙 硬質 内面 口緑部 が外等 す る

厚め の口縁部

外面 口縁 上部 に凹線 1

内面 ・肩部 へ ラケズ リ （外面 にスス沈着 ）

35 壷　 器 外　　 面 軽 石　質 良好 口　 径 緩 く 「く」 の字 に外反 外面 口縁部 ヨコナデ T 〝トレンチ 中央部

土　 器 にぷい黄 （間隙性 ） やや 10．5 す る口頚 部 肩部 タテパ ケ －50cm

内面黄橙 多　孔 質 軟 質 内面 口縁 上端 部 に弱 凹

線文 1 条 ？

胴 部ナナ メパケ ？

内面 ・肩部ナナ メパ ケ

（弥生 前期 と推定 ）

36 壷　 型 淡　 黄 ・－ 中砂散 在 良好 口　 径 下方へ垂 下 し、肥厚 し 内外面 ヨコナデ T ′′トレンチ 中央部

土　 器 オ リー ブ

黄

均　　 質 軟 質 18．6 た口縁魂 部

内傾 する口縁端面 に凹

線文 3 条

ロ縁端下部 にヘ ラ刻 目

文

内面 口縁部 に凹線文 3

条

外面頭 部 に凹線文

－50 cm

37 壷　 型 外 面黄橙 粗砂散 在 良好 口　 径 大 き く外 反す る口縁部 内外 面 ヨコナデ T ′′トレンチ南部

土　 器 内　　 面

オ リー ブ

灰

均　　 質 軟質 15．6 下方へ垂 下す る口唇部

内傾 する口縁 端面 に凹

線文 3 条

後へ ラ刻 目文

内面 口縁 上部 に凹線 文

3 条

－4 0－ 80cm

38 壷　 型 橙 中砂散 在 良好 口　 径 下 方へ 大 き く垂下 す る． T O トレンチ

土　 器 緻　　 密 やや

軟質

13．7 口唇部

内傾 す る口縁端 面に凹

線 文 5 条

後 凸部 にヘ ラ刻 目文

後貼 付円形浮 文

内面 口縁上部 に凹線文

－30～ 4 0cm

3 9 壷　 型 浅　　 黄 均質緻 密 良好 口　 径 l下 方へ大 きく．垂 下す る 内外 面 ヨコナデ T O トレンチ南西部

土　 器 硬 質 22．2 口唇 部

内傾す る口緑端 面 にへ

ラ措 き凹線 文 4 条

後 2段 のヘ ラ刻 目文

後貼付円形浮 文

－60cm

（同種の ものがT トレ

ンチ黒褐 色腐植 土層 よ
り出土）

－37－



遣物
番号

器　 種 色　 調 胎　 土 焼成 法量玩） 形態 上の特徴 手法上 の特徴 備 考 （出土地点）

40 壷　 型 淡　　 橙 粗砂 点在 良好 口　 径 下方へ垂 下す る口唇部 施 文後 に内外 面 ヨコナ U トレンチ西部
土　 器 緻　　 密 碩質 25．1 外傾す る口縁 端面 に 3

本歯の クシ描 斜格子状

文、後貼付 円形 浮 文

内面 口線上端 部 にも同

様の クシ措斜 格子状 文

デ －55－65cm

4 1 壷　 型 にぷ い橙 粗砂 点在 良好 口　 径 下方へ垂下 した 口唇部 施 文後内外 面 ヨコナ デ T O トレンチ
土　 器 緻　　 密 硬 質 23．6 内傾す る口縁端 面 に凹

線文 3 条

内面 口縁上部 に凹線文

5 条

後 口縁上部 に穿孔 （径

1．h m） を2 個 1 対
－70cm

42 壷　 型 浅 黄 橙 ′J礫 点在 良好 口　 径 上下 に肥厚 す る口縁端 外 面口唇 部 ヨコナ デ T ′′トレンチ
土　 器 緻　　 密 硬 質 23．1 直立気味 の口縁端 面 に

凹線文 4 条

水平気味 の内面口縁上

部 に凹線文 5 条

外 面頭 部 に突帯 ？

頚 部 タテパケ

内面 ヨコナデ
－90cm

43 壷　 型 にぷい橙 小礫 点在 良好 口　 径 直立気味の 口縁端 面 に 口唇部 ヨコナデ T トレンチ東部
土　 型 緻　　 密 硬 質 26．0 凹線文 3 条

水平 気味 の 口線上部 内

面 に凹線文 7 条

外面頸部 タテパケ

内面頸 部 ヨコナデ
－50～90cm

4 4 壷　 型 外　　 面 小砂散 在 良好 口　 径 直立気味 の 口縁端 面に 口唇部 ヨコナデ 一S トレンチ
土　 器 にぷ い橙

内　　 面

淡　 黄 橙

緻　　 密 硬質 24．6 凹線文 3 条

水平気味 の口縁上部 内

面 に凹線 文 5 条

外面頸部 タテパ ケ

後 ヨコナデ

内面頸 部 ヨコへ ラ ミガ

キ

－50cm

4 5 壷　 型 黄　　 橙 粗砂 散在 良好 口　 径 下方へ肥厚 した 口縁端 口唇部 ヨコナデ T トレンチ
土　 器 緻　　 密 やや

軟 質

32．0 部

直立気味 に内傾 す る口

縁端 面 に右傾パ ケ メ列

線 文

頸 部に凸帯

外 面頸部 タテパケ メ －50cm

46 壷　 型 橙 中砂散 在 良好 口　 径 上下 に肥厚す る口縁端 口唇部 ヨコナデ T トレンチ
土　 器 緻　　 密 硬 質 19．2 （内傾 ） 外面頸 部 タテパ ケ （円形浮 文 にパ ケメ痕

口縁喝 面 に凹線 文 4 条

貼付 円形 浮文

頸 部 に凸帯

内面 ヨコナデ がある）

47 壷　 型 外 面 褐 均質緻密 良好 口　 径 上下 に肥 厚す る口縁端 口唇部 ヨコナデ 船 岡保育 所
土　 器 内　　 面

に　ぷ　 い
赤　　 褐

硬 質 17．0 （内傾）

口縁端 面 に凹線 文 3 条

外面頸 部 タテパ テ

外面頸 部 ナナメパ ケ

後ナデ

48 壷　 型 に　ぷ　 い 粗砂点 在 良好 口　 径 下方 へ肥 厚す る口縁端 外面 ヨコナデ T O トレンチ
土　 器 黄　　 橙 緻　　 密 やや

硬質

16．1 （内傾）

口縁端 面 に凹線文 3 条

後貼付 円形 淳文

外面頭 部 に凹線文 4 条

内面頸 部左傾 のナナメ

パケ

（黒褐色腐植土層 ）

49 壷　 型 浅　　 橙 均質緻密 良好 口　 径 内方へ肥厚 す る口縁端 内外 面口縁 上部 ヨコナ Q トレ ンチ東部
土　 器 硬 質 16．8 水平気味 内傾 す る口縁

端 面 に凹線 文 3 条

後 3 個 1 組 の貼 付円形

浮 文

内面 口縁上部 に凹面

デ
外 面頸部 ‘タテ又はナ ナ

メパ ケ

内 面頸 部 ナナ メパケ

後 ヨコナデ

－40－ 50cm

5 0 無頸壷 外　　 面 粗砂 点在 良好 口　 径 内方へ肥厚 す る口縁端 口緑上端 面へ ラミガキ T 〝トレ ンチ
に　ぷ　 い 緻　　 密 やや 10．8 外 面口縁部に凹線 文5条 外面 口縁部 ヨコナデ －50cm
黄　　 褐

内　　 面

暗 灰　 黄

硬 質 口縁 部 に穿孔 （径 5 mm）

外傾 し平坦 な口縁 上端

面

外面胴上部 タテパケ ？
内面 ヨコナデ

－38－

挫
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遺物

’番号
器　 種 色　 調 月台　土 焼．成 法量らm） 形態上の特徴 手法上の特徴 備考 （出土地点）

51
l無頸壷

に　ぷ　い 小礫点在 良好 口　 径 外傾気味、丸くおさえ 外反気味に立上がる底

部

外面胴下半部ヨコへラ

U トレンチ
黄　　 褐 粗砂散在 やや 7．8 た口縁端面． －40－50cm

硬質 器　 高 外面口縁部に4－5条 南壁より

9．6 のヘラ描洗練 ミガキ 40～50cm
底　 径

5．9

口縁上部に2個 1対の

穿孔 （径3mm）
外面口縁部ヨコナデ 東壁より

482－495cm

52 長頸壷 外面明橙 均　　 質 良好 口　 径 直立する口縁部 外面頚部タテパケ T －T ′′トレンチ
内　　 面

に　ぷ　い

赤　　 褐

中砂散在 やや

軟質
10．6 外面口縁上部に凸帯文

2稜
口縁部ヨコナデ －90cm

53 壷　 型 外　　 面 均　　 質 良好 口　 径 緩く「く」の字に外反 内外面口縁部ヨコナデ T －T ′′トレンチ
土　 器 に　ぷ　い 緻　　 密 やや 8．2 する口頸部 外面肩部細目右傾パケ （赤色顔料塗付）

黄　　 橙

内　面 灰
硬質 内傾する口縁上端面に

凹線文2 条

緩外反の口縁部に凹線

文2条

内面口縁上部に凹面

メ

内面肩部ユビオサエ

後パケメ

54 広口壷 浅 黄 橙 均質緻密 良好 口　 径 丸くおさえた口縁端部 内外面ヨコナデ C グリット南部
橙 硬質 22．2 口縁下部に凸帯一稜

直立気味の頸部
－50cm

55 壷　 型 に　ぷ　い 均質緻密 良好 口　 径 「く」の字に外反する 内外面当具を使用した T O トレンチ
土　 器 黄　　 橙 硬質 12．6 口頸部

丸くおさえた口縁端部

ヨコナテざ

内面肩部へラケズリ
－40cm

56 壷　 型 明　黄 橙 4礫点在 良好 口　 径 直立する口緑部で端面 内外面口縁部ヨコナデ Q トレンチ
土　 器 粗砂散在 やや

軟質

11．2 を丸くオサエル

口縁下部に稜
「く」の字の頸部

－70cm

57 壷　 型 明　黄 褐 粗砂散在 良好 口　 径 緩く「く」の字に外反 外面口縁部櫛描波状文 円形周溝墓
土　 器 均　　 質 やや

軟質

13．8 する口頸部

口縁端面を丸くオサエ

ル

緩外反する口縁内面

肩部タテパケ

後肩上部にヨコパケ

後 「く」の字型に配し

た貝条痕とその下方に

櫛措波状文

土壌N0－3

58 スタン 浅 黄 褐 均質緻密 良好 不　 明 三重の同心円スタンプ 内外面ヨコナデ T Oトレンチ
プ　 文 やや

硬質

文

上下に三本歯櫛描洗練

（同種のもので土壌N0

－4 より内面へラケズ
リのものがある）

－70cm

59 小　 壷 明黄 褐 粗砂点在 良好 口　 径 「く」の字に外反する 内外面口縁部ヨコナデ 0 ′トレンチ東部
緻　　 密 やや 7．6 口頸部 外面頸肩部タテパケ － 100cm

硬質 器　 高

9．0？

中位にある胴最大径

9．2cm

後強いヨコナデ

外面胴部ヨコ・ナナメ

パケ
内面胴部ヨコナデ

60 小　 壷・明　赤 褐 粗砂散在 良好 口　 径 「く」の字に外反する 外面口頸部ヨコナデ 0 ′トレンチ
（素地は 均　　 質 やや 7．8 口頸部 外面胴部ヨコ・ナナメ － 100cm

浅黄） 硬質 器　 高 外面口縁部が内等気味 パケ 東壁より

9．6 中位にある胴部最大径

胴部最大径　9．5cm

後、赤色顔料塗付 100cm
南壁より

15cm

61 聾　 型 黄　　 橙 粗砂点在 良好 口　 径 「く」の字の口頸部 内外面口頚部パケメ 0 トレンチ
土　 器 均　　 質 やや 10．4 （直立気味） 後ヨコナデ （外面にスス沈着）

軟質 丸くつまみあげた口縁 外面肩～胴部ナナメハ －90－ 110cm
端 ケ 東壁より

厚めで中位にある胴部 内面胴～底部指オサ工

と不規則なナデ。

100cm

南壁より

230cm

ー39－



遺物
番号

器　 種 色　 調 胎　 土 焼成 法皇伝m） 形態上 の特徴 手法上の特徴 備考 （出土地 点 ）

62 小　 壷 に　ぷ　 い 粗砂 点在 良好 口　 径 「く」 の 字の 口頸部 外 面口縁 部 ヨコナ デ B グリッ ド周港 内

黄　　 橙 緻　　 密 やや 8．9 外面 口縁部 が内等 気味 肩部 タテパケ －75cm

硬質 器　 高 立上 がる 後 強めの ヨコナデ 北 壁 より

7．9 胴 部最 大径　9 ．7cm 胴部 タテパケ

内面口縁 部 ヨコパ ケ

後 ヨコナデ

胴 部 ユビオサ 工、ナデ

280cm

西壁 より

70cm

63 把　 手 橙 中砂散在 良好 径 楕円形 の断 面 外 方はナデ T －T ′′トレンチ

均　　 質 硬質 2．9×

2．4

内方はパケ メ －90cm

64 把　 手 に　ぷ　 い 粗砂散 在 良好 径 外面 と内面が平坦 外 面 にヘ ラ ミガキ T トレンチ中央部

黄　　 褐 均　　 質 硬質 2．9 ×

2．2

側面 には丸味 がある 内面ナデ －50cm

65 把　 手 にぷい橙 中砂 点在

均　　 質

良好

やや

軟質

径

2．2 ×

1．9

略 円形 の断面 ナデ ？ T O トレンチ

－30－40 cm

66 把　 手 橙 均 質緻 密 良好

硬 質

径

2．1×

1．9

略 円形 の断面 パ ケメ後 ナデ T トレンチ東部

－70cm

67 壷 又碧 橙 粗砂 点在 良好 口　 径 「く」 の字 の頸部 外面 口縁部 に平行櫛描 T 〝トレンチ

緻　　 密 やや

硬 質

20．4 肥厚 した直立気味 の口

縁部

口緑 下部 に稜

口縁 上端 部 を丸 くお さ

える

文 7 条

内外面 ヨコナテざ？

－50～80 cm

68 壷又婆 赤　　 禍 均質緻密 良好 口　 径 「く」 の字の頭部 内外面 目縁 部へラミガキ T O トレンチ東部

硬 質 20．5 肥厚 した直立気味 の口

縁部

5 本歯 の櫛描文 の口縁

部外 面

肩部 タテパケ後 ヨコナデ

外面頸部 ヨコナデ

内面頚 部 ヨコパ ケ

肩部へ ラケ ズリ

－20～40 cm

69 壷又婆 明　黄 褐 粗砂散 在 良好 口　 径 大 きく 「く」 の字 の頸 外面 ヨコナ デ ？ T O トレンチ

均　 ’質 やや

軟質

18．4 部

内等 す る口縁部 内面

外 面口縁 部 に弱 い平行

櫛措 文

外 面肩部 に櫛歯列 点文

内 面口頸部 へ ラ ミガキ

内面肩部 へ ラケズ リ

－40cm

7 0 壷 又賓 淡　　 黄 中砂 点在 良好 口　 径 緩 く 「く」 の字の頸 部 外面頸部 タテパケ T O トレンチ南 西部

徹　 ・密 やや 19．4 直立気味外 反の口縁部 後 ヨコナデ －60cm

碩 質 口縁部 に平 行櫛措 文

肩部 に櫛描波状 文

肩部 タテパ ケ後施 文

内面 口頸部 へ ラ ミガキ

肩部 へ ラケズ リ

（外 面にス スf先着）

71 壷 又聾 淡　 黄　橙 中砂 点在 良妄子 口　 径 「く」 の字 の頸 部 外 面頸肩部 へ ラ ミガキ T O トレンチ

緻　　 密 やや

軟質

23・甲 緩 く内等 す る内面 口縁

部

外面 口縁部 に平行櫛措

文

外面肩上部 に櫛 歯列点

文

内面口頸部 へ ラ ミガキ

内面肩 部へ ラケ ズリ

－70cm

7 2 壷又聾

l

灰　　 白 粗砂散在 良 好 口　 径 「く」・の字の頭 部 外 面口縁 部 に弱い楠描 T O トレンチ東部
緻　　 密 やや

硬質

14．8 緩 く内等 す．る内面 口縁

部

外面 口縁下部 に弱 い稜

外面肩上部 に弱 い櫛描

凸面

文

頸部 ヨコナデ ．

肩部 パケ メ

内面口縁部 ヨコ‘ナ デ

後 へ ラミガキ

肩部 へ ラケズ リ

－20－40cm

－40－

M
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遺物

番号
器　種 色　調 月台　土焼成法皇伝m） 形態上の特徴 手法上の特徴 備考（出土地点）

73壷又碧褐　　灰均質緻密良好口　径輝く「く」の字の頸部外面口頸部櫛描 TOトレンチ西部

～　黒褐 碩質19．4 肥厚した直立口縁部

口縁部外面に櫛描文
（7本）

口縁下部に稜

肩部に櫛措波状文

後へラミガキ

内面口緑部へラミガキ

内面肩部へラケズリ

－40cm

74 重文聾浅黄橙粗砂散在良好口　径肥厚した「く」の字の外面口縁部平行櫛描文T′′トレンチ

緻　　密やや17．2 口頸部 頸部ヨコナデ －50－80cm

軟質 口縁部外面は緩外反し

内面は緩内等する

肩部タテパケ

後ナデ

内面は不明

（外面にスス沈着）

75
1壷又要浅　　黄粗砂散在良好口　径「く」の字の頸部 外面口縁部平行櫛描文TOトレンチ東部

緻　　密やや20．0 内等する口縁部内面 頸部ヨコナデ －20－40cm

硬質 短かめの口縁部 内面口縁部へラミガキ

肩部へラケズリ

（外面にスス沈着）

76 壷又婆淡　　黄中砂散在良好口　径「く」の字の頸部 外面口緑部に部分的へD　グリッド

～　浅黄緻　　密硬質18．5 外面口縁部にパケメ

外面肩上部に櫛描波状

文

口縁下部に鈍い稜．

口縁上端部を丸くおさ

える

ラミガキ

頸部ヨコナデ

内面口縁部へラミガキ

肩部へラケズリ

－60cm

77 壷又聾黄　　橙粗砂散在良好口　径 「く」の字の頸部．外面口縁部平行櫛描文TOトレンチ

緻　　密やや18．8 口縁部外面は緩外反し頸部ヨコナデ －70cm

軟質 内面は緩内等する 肩部櫛措波状文

内面口縁部へラミガキ

肩部へラケズリ

（赤色顔料塗付）

78 壷又聾浅　　黄′J、砂散在良好口　径内等する口縁部内面 外面口縁部平行櫛描文Dグリッド南部

緻　　密硬質20．8 外面口縁下部に鈍い稜後部分的へラミガキ

肩部櫛措波状文

内面口縁部へラミガキ

肩部へラケズリ

－30cm

79 壷又聾にぷい橙均質緻密良好口径径 「く」の字に外反する外面口縁部平行櫛描文TOトレンチ

硬質18．8 口頸部

口縁下部に凸帯

口縁部外面は緩外反し
内面は緩内等する

頸部ヨコナデ

内面口縁部ヨコナデ

肩部へラケズリ

－40cm

80 壷又婆浅黄橙中砂散在良好口　径垂下がる口縁下部 外面口縁部弱い平行櫛T－T′′トレンチ

緻　　密やや16．2 （複合口縁） 描文 －90cm

軟質 直立気味外反するロ縁

部

口縁上端部を丸くおさ

える

頸部櫛歯列点文

内面口縁部へラミガキ

肩部へラケズリ

（外面にスス沈着）

81壷又聾浅　黄橙中砂散在良好口　径垂下がる口縁下部 外面口縁部弱い平行櫛TOトレンチ

緻　　密やや

軟質
14．8 直立気味外反する口縁

部外面と緩内奪する口

縁部内面

口縁上端部を丸くおさ

える

描文

頸部櫛歯列点文

内面口縁部へラミガキ

肩部へラケズリ

（外面にスス沈着）

82壷又璽浅　　黄粗砂散在良好口　径「く」の字の口頸部 外面口縁部平行楠描文TOトレンチ南西部

緻　　密やや17．9 外反する口縁部外面と頸部ヨコナデ －50－60cm

硬質 緩内等の口縁部内面

口縁上端部を丸くおさ

える

肩上部櫛描波状文

肩下部タテパケ？

内面口縁部へラミガキ

肩部へラケズリ

（外面にスス沈着）

－41－



遣物

番．号
器　 種 色　 調 月台　 土 焼成 法量伝m） 形態 上の特徴 手法上 の特徴 備 考 （出土地点）

83 壷 又璽 橙～ 黄褐 中砂 散在 良好 口　 径 「く」 の字の頸部 外面 口縁部 平行櫛 描文 T トレンチ東部
緻　　 密 やや 18．1 緩外 反の口綾部 （複合） 頸 部 ヨコナデ －50－70em

硬質 口縁上端 部 を丸 くお さ

える

肩上部櫛描波状 文

内面 口縁部 ヨコナデ

内面肩部へ ラケズ リ

（窯場植腐 植土層）

．84 壷 又婆 橙 ～黄橙 粗砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字の頸部 外面 口縁部平 行櫛描 文 T トレンチ東部
均　　 質 やや 17．6 緩外反 のロ縁部 （複合） 頸 部 ヨコナデ －50－70cm

軟質 口線上端 部 を丸 くお さ

える

肩上部櫛描波状 文

内面 口縁部へ ラ ミガキ

内面肩部へ ラケズ リ

（外 面に スス沈着）

85 壷 又聾 浅　 黄　橙 均質緻密 良好 口　 径 「く」 の字の 頸部 外面 口縁部平 行櫛描 文 七〇トレ ンチ南 西部

やや 20．8 緩外 反の口縁部 頸 部 ヨコナデ －60cm
硬質 （弱複合 ）

口縁上端部 を丸 くお さ

える

内面 口縁部 ヨコナデ

肩 部へ ラケズ リ

（外 面にス ス沈着）

86 壷又婆 浅　 黄 橙 粗砂 散在 良好 口　 径 「く」 の字 に外反 する 外面 口縁上部 ヨコナデ S トレンチ

緻　　 密 硬質 26．9 印頸部

外 面口縁 下部 に稜

や や肥厚 し、外反す る

口縁部

口縁部平行櫛描 文

後へ ラ ミガキ

頸 部へ ラ ミガキ

内面口縁部へ ラ ミガキ

肩 部へ ラケズ リ

－50cm

87 壷 又婆 浅 黄 橙 中砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字の頸 部 外面口縁部 と肩部 に平 ・T －T 〝トレンチ

緻　　 密 やや 18．8 口縁下部 に垂 下す る稜 行す るパ ケメ文 （外面 にスス沈着）

硬質 ・厚 めの外反 す る口緑部 頸部 ヨコナ デ （平行 パケ メ文は平行

（複合） 内面口縁 部へ ラ ミガキ 弱櫛描洗練 と呼 ぶべ き

口縁上端部 は面 ドリ気

味

肩部 へ ラケズリ か も）

88 壷 又璽 灰　 白　～ 小轢 点在 良好 口　 径 「く」 の字 の頸 部 外 面口縁 部 T O トレンチ南西部

浅 黄 橙 中砂散 在 やや 16．0 口縁 下部 に垂 下気味 の 平 行パ ケ メ文 －50－60cm
硬 質 稜

外 反す る口縁部 （複合 ）

口縁 上端 部 を丸 くお さ

える

肩部 タテパケ

頸 部 ヨコナデ

内面 口縁部 へ ラ ミガキ

肩部へ ラケズ リ

（外面 にスス沈着）

89 壷 又碧 浅黄橙～ 中砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 外 面口縁 部平行櫛措 文 B　グリッ ド

に　ぷ　 い 緻　　 密 やや 30．4 口頸 部 後 へ ラミガキ －70cm
黄　　 橙 硬 質 口縁 下部 に垂下 す る稜

外反す る口縁部 （複合 ）

内面 口縁部 に凹面 2 段

頸 部 ヨコナデ

内面 口縁 部へ ラ ミガキ

肩部へ ラケズ リ？

90 壷 又婆 外 面 橙 中砂 点在 良好 口　 径 「く」 の字に大 きく外 外 面口縁 部平行パ ケメ T トレンチ東部

内　　 面 緻　　 密 やや 16．5 反す る口頸部 文 －50cm

に　ぷ　 い

赤　　 褐

硬 質 口縁下部 に稜

外反す る外面口縁部 と

内等 す る内面口縁部

頭 部へ ラ ミガキ

内面口縁 部へ ラ ミガキ

肩部 へ ラケズ リ

（外面 にスス沈着）

91 壷 又婆 外　　 面 中砂 点在 良好 口　 径 「く」 の字に外 反す る 口縁端部 をやや ツマ ミ A グリッ ド溝状遺構

浅　 黄 橙 緻　　 密 やや 19．0 口頸部 出 す。 －60cm
内　　 面

オ リーブ

黒

硬 質 ロ縁下部 に稜

内面 口縁部 に凹面 2段

外反す る口縁 部外面

外面 口縁部 平行パ ケメ　」　　」

又
頸 部 ヨコナデ

肩部櫛描波状 文

内面 口縁部 へ ラ ミガキ

肩部へ ラケズ リ

92

l

壷 又婆 に　ぷ　 い 均質緻密 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 外面 口縁上部 ヨコナデ B　グリッ ド
黄　　 橙 やや 16．6 口頸 部 口縁部平行櫛描 文 －50cm

硬 質 口縁 下部 に稜 頸 部 ヨコナデ Q －R トレンチ

外傾 す る口縁上端 面

外 反 す る口縁部外 面と

凹面 2段 の口縁部 内遍

内面 口縁部へ ラミガキ

肩部へ ラケズ リ

－70cm

－42－
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遺 物

番 号
器　 種

l
色　 調 月台　 土 焼 成 法 量 伝 m ） 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考 （出 土 地 点 ）

9 3 壷 又 婆 橙 中 砂 散 在 良 料 口　 径 「 く 」 の 字 に 大 き く 外 口 縁 上 端 部 や や ツ マ ミ T － T 〝 ト レ ン チ
明 黄 褐 緻　　 密 や や

軟 質

1 5 ． 2 反 す る 口 頸 部

外 反 す る 口 縁 部 外 面 と

凹 面 2 段 の 口 縁 部 内 面

出 し

外 面 口 縁 部 平 行 パ ケ メ

文

頸 部 ヨ コ ナ デ

内 面 口 縁 部 へ ラ ミ ガ キ

肩 部 へ ラ ケ ズ リ

9 4 壷 又 婆 明 黄 褐 小 轢 点 在 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 に 大 き く 外 外 面 口 縁 部 平 行 櫛 癌 文 0 ト レ ン チ
中 砂 散 在 や や

軟 質

1 4 ． 7 反 す る 口 頭 部

外 反 す る 口 縁 部 外 面 と

内 等 し 外 反 す る 口 縁 部

内 面

頸 部 ヨ コ ナ デ

肩 上 部 櫛 描 弧 状 文

内 面 口 縁 部 ヨ コ ナ デ ？

肩 部 へ ラ ケ ズ リ ？

－ 6 5 c m

9 5 壷 又 婆 橙 粗 砂 散 在 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 に 外 反 す る 外 面 口 縁 部 平 行 櫛 描 文 T ト レ ン チ 東 部
浅 黄 橙 糸致　　 密 硬 質 1 8 ． 8 口 頸 部 肩 部 櫛 歯 （ 4 本 ）列 点 文 － 5 0 c m

口 縁 下 部 に 稜

均 等 厚 の 口 頸 部 と 肩 部

頸 部 ヨ コ ナ デ

内 面 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 、

ヘ ラ ミ ガ キ

肩 部 へ ラ ケ ズ リ

（外 面 に ス ス 沈 着 ）

9 6 壷 又 璽 に　 ぷ　 い 中 砂 散 在 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 に 外 反 す る 外 面 口 縁 部 ヨ コ ナ デ T ト レ ン チ 東 部
黄　　 褐 緻　　 密 硬 質 1 9 ． 7 口 頭 部 肩 部 タ テ パ ケ － 4 0 c m

口 縁 下 部 に 垂 下 気 味 の

稜

外 反 す る 口 縁 部 外 面 と

内 等 す る 口 縁 部 内 面

後 ヨ コ ナ デ

内 面 口 縁 部 へ ラ ミ ガ キ

肩 部 へ ラ ケ ズ リ

（外 面 に ス ス 沈 着 ）

9 7 壷 又 聾 外　　 面 中 砂 点 在 良 好 口　 径 大 き く 「 く 」 の 字 の 頸 外 面 口 縁 部 平 行 パ ケ メ T ト レ ン チ
明　 黄 褐 均 質 細 砂 や や 2 2 ． 0 部 文 － 4 0 c m
内 面 灰 白 軟 質 外 傾 す る 口 縁 部 外 面 と

内 等 す る 口 縁 部 内 面

頭 部 ヨ コ ナ デ

内 面 口 縁 部 ヨ コ ナ デ

肩 部 不 明

9 8 壷 又 婆 黄　　 橙 粗 砂 点 在 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 に 外 反 す る 外 面 口 縁 部 弱 波 状 櫛 描 S ト レ ン チ
中 砂 散 在 や や

硬 質

1 5 ． 1 口 頸 部

口 縁 端 部 を 丸 く お さ え

る

口 縁 下 部 に 弱 い 稜
外 反 気 味 の 口 縁 部 外 面

と 内 等 す る 口 縁 部 内 面

文

肩 上 部 貝 殻 列 点 文

内 面 口 縁 部 へ ラ ミ ガ キ

肩 部 タ テ ヘ ラ ケ ズ リ

後 ヨ コ ナ デ ？

－ 5 0 c m

9 9 壷 又 碧 橙 中 砂 散 在 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 の 頸 部 外 面 口 縁 部 当 具 ヨ コ ナ T O ト レ ン チ
緻　　 密 や や 1 7 ． 2 や や 内 傾 す る 口 縁 部 外 － ・P7 － 東 部 ～ 中 部

硬 質 面 と 内 等 す る

口 縁 部 内 面

口 縁 上 端 部 を 丸 く お さ

え る

頸 部 ヨ コ ナ デ

内 面 口 縁 部 へ ラ ミ ガ キ

肩 部 へ ラ ケ ズ リ

－ 2 0 － 4 0 c m

1 ㈱ 壷 又 聾 黄　　 橙 小 礫 点 在 良 好 口　 径 厚 め で 「 く 」 の 字 の 頸 外 面 口 縁 部 平 行 櫛 描 文 T ト レ ン チ 東 部
中 砂 散 在 や や

軟 質
1 2 ． 6 部

短 か く 直 立 気 味

外 反 の 口 縁 部 外 面

内 等 し 外 傾 す る 口 縁 部

内 面

？

肩 部 不 規 則 な ヨ コ パ ケ

内 面 口 縁 部 へ ラ ミ ガ キ

肩 部 へ ラ ケ ズ リ

－ 5 0 c m

1 0 1 壷 又 婆 淡　 赤 橙 粗 砂 点 在 良 好 口　 径 直 立 気 味 に 高 く 外 反 す 不　　　　 明 円 形 周 溝 墓　 第 1 4 図
緻　　 密 や や

軟 質

1 6 ． 8 る 口 縁 部

口 縁 下 部 に 稜

「 く 」 の 字 に 外 反 す る

頭 部

（複 合 口 縁 ）

土 壌　　　　 N o 一 一①

ー43－



遺物
番号 器　 種 色　 調 胎　 土 焼 成 法量仁m） 形 態上 の特徴 手法上 の特徴 備 考 （出土地点）

102 壷 又聾 浅黄橙～ 小礫 点在 良好 口　 径 直立す る口縁部 と口縁 外面 口縁部 ヨコナデ B トレンチ

に　ぷ　 い 中砂散 在 やや 11．3 下部 に鋭 い稜 肩部 ヨコパ ケ －40cm

黄　　 橙 硬 質 「く」 の字 の頸部 内面 口縁部 ヨコナ デ 貯蔵穴 南方

口縁 上端 部 を外 方へ ツ

マ ミ出 し丸 くお さえるノ

肩部へ ラケズ リ 120 cm
（外 面 にス ス沈着）

1胎 壷 又璽 に　ぷ　 い ′H 轢点在 良好 口　 径 直立す る口縁部 と口縁 内外 面口縁部 ヨコナデ B トレンチ

黄　　 橙 中砂 散在 やや 12．4 下部 に鋭 い稜 外面肩部 タテパケ後、 －40cm
硬 質 「く」 の字 の頸 部 櫛描平 行、波状 文 貯蔵穴 南方

口線 上端 部 を外 方へ ツ

マ ミ出 し丸 くお さえる
（複合 口縁）

胴、底部 ナナ メパ ケ

内面肩 ・胴 へ ラケ ズリ
120 cm

104 壷又璽 淡　 黄　 ～ 小礫 点 在 良好 口　 径 外傾す る口縁 部の上部 内外面 口縁部 ヨコナ デ 円形 周溝 墓　 第14図

浅 黄 橙 小砂 散在 やや

硬質

30．0 と下部 に凹 面が あり口

縁下端 に垂下 す る鋭 い

稜

緩 く外 反す る口緑内面

口線上端部 を外方へ ツ

マ ミ出 し丸 くお さえ、
上端 を面 ドリして平坦

面 をつ くる。 （複 合）

外面肩部 ヨコパケ

内面肩部 へ ラケ ズリ

No－⑱

／

1旧 壷 又聾 淡 黄橙 ～ 中砂 点在 良好 口　 径 外反 する外面 口縁部 と 外面口縁 部平行パ ケメ T O トレンチ南西部

黄　　 橙 緻　　 密 やや

硬 質

20．8 内等 し緩 外反す る内 面

口縁部

口縁端部 を丸 くお さえ

る

文

頸部 ヨコナデ

内面口縁部 ヨコナデ ？

肩部 へ ラケ ズリ

－60cm

106 壷 又聾 に　ぷ　 い 中砂散在 良好 口　 径 外反 する外面 口縁部 と 内外 面 ヨコナデ Q トレンチ

黄　　 褐 緻　　 密 硬質 16．5 下部 に凹面 をつ くり外

反す る内面口縁部

外面 口縁 下部 に垂下 し

ない鋭 い稜

口縁端部 を丸 くおさえ

る

外面肩部 タテパ ケ

後平 行櫛描 文

内 面肩部 へ ラケ ズリ

－40cm

107 壷又聾 浅 黄 橙 中砂散 在 良好 口　 径 緩外 反す る外面 口綾部 内外 面口縁 部 ヨコナ デ 円形 周溝墓周港内

均　　 質 やや

硬 質

17．7 と内 等 し外反す る内面

口縁部 （複合 口縁）

外面 口繹 下部 に外方へ

の鋭 い稜

口縁上端部 を弱外方へ

ツマ ミ出 し丸 くおさえ

る

外 面頭部 ヨコナデ

内面肩部 へ ラケズ リ

（B グリッ ド）

108 壷 又璽 淡　　 黄 小礫 点在 良好 口　 径 弧状 の頸 部 内外 面 ヨコナ デ 円形 周溝墓　 第14図

均　　 質

中砂散 在

やや

硬 質

18．5 口縁下 部 に垂下す る稜

極端 な複 合 口縁 ，

内面 口縁 下部 に上方 を

向 く凹面

口端 部 を外方へ ツマ ミ
出 し丸 くおさえる

No－（動

1個 壷 又聾 に　ぷ　 い 中砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字の頸 部 内外面 ヨコナデ 円形周溝墓 第14図

黄　　 橙 緻　　 密 やや

軟質
14．6 外 反す る口縁部外 面 と

内等 し外反す る内面口

縁部

口縁 上端 面は水平 ？

内面肩部へ ラケズ リ 土壌　　　　 No－①

（外面 にスス沈着 ）

110 壷 又聾 オリーブ 均　　 質 やや 口　 径 「く」 の字 に外反 する 内外面口緑部 ヨコナデ T O トレンチ

黄 中砂散 在 不良 19．2 口頸部 外面肩部 ヨコパ ケ ？ 東部～ 中央部

軟質 緩外 反す る口縁外 面 と

内等 し緩 外反す る内面

口縁 部

口縁端 部を丸 くおさえる

内面肩部へ ラケズ リ？ －20－40 cm

（外面 にスス沈着 ）

－44－
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遺 物
番 号

器　 種 色　 調 月台　 土 焼 成 法 量 伝m ） 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考 （出 土 地 点 ）

11 1 壷 又 賓 淡　　 黄 粗 砂 散 在 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 に 外 反 す る 内 外 面 口 縁 部 ヨ コ ナ デ T O ト レ ン チ 南 西 部

緻　　 密 や や

軟 質

1 9 ．2 口 頸 部

外 反 す る 外 面 口 綾 部 と

内 等 し 外 反 す る 内 面 口

縁 部

口 縁 端 部 を 丸 く お さ え

る

外 面 口 緑 下 部 に 稜

内 面 肩 部 へ ラ ケ ズ リ － 6 0 cm

（外 面 ス ス 沈 着 ）

11 2 壷 又 聾 明　 白　 黄 粗 砂 点 在 良 好 口　 径 口 縁 下 部 に 鋭 い 稜 口 縁 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ B ト レ ン チ

緻　　 密 や や 1 6 ．0 口 縁 端 部 を 丸 く お さ え 外 面 肩 部 平 行 楠 描 文 － 4 0 c m

硬 質 る

外 反 す る 外 面 口 縁 部

□ 縁 下 部 に 凹 面 を も ち

外 反 す る 内 面 口 縁 部

内 面 肩 部 へ ラ ケ ズ リ 貯 蔵 穴 南 方

1 2 0 c m

（倒 立 し て 出 土 す る ）

1 13 壷 又 頚 オ リ ー フや 中 砂 点 在 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 の 口 頸 部 口 縁 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ B ト レ ン チ

灰 細 砂 散 在 硬 質 2 1 ．4 外 傾 す る 外 面 口 縁 部 と

，内 等 し 外 反 す る 内 面 口縁 部

口 端 部 を 外 方 へ ツ マ ミ

出 し 丸 く お さ え る

口 緑 下 部 に 鋭 い 稜

外 面 肩 部 平 行 櫛 描 文

内 面 肩 部 へ ラ ケ ズ リ

貯 蔵 穴 内 出 土

114 壷 又 碧 淡　　 黄 均 質 緻 密 良 好 口　 径 弧 状 の 頭 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 円 形 周 溝 墓　 第 1 4 図

硬 質 1 8 ．0 口 縁 下 部 に 稜

稜 下 位 に 凸 面

（極 複 合 口 縁 ）

外 反 す る 外 面 口 縁 部 と

上 方 を 向 く 凹 面 か ら 外

反 す る 内 面 口 縁 部

口 縁 上 端 部 を 丸 く お さ

え る

内 面 頸 部 ユ ビ オ サ エ N o － ⑪

115 壷 又 婆 浅 黄 橙 均 質 緻 密 良 好 口　 径 口 縁 下 部 に 外 方 を 向 く 内 外 面 ヨ コ ナ デ 円 形 周 溝 墓 周 港 内

硬 質 1 8 ．6 稜

口 線 上 端 部 丸 く お さ え

る

外 反 す る 外 面 口 縁 部 と

上 方 を 向 く 凹 面 か ら 外

反 す る 内 面 口 縁 部

（C グ リ ッ ド ）

（外 面 赤 色 顔 料 塗 付 ）

116 壷 又 婆 ・灰 黄 褐 ～ 粗 砂 点 在 良 好 頸　 径 「 く 」 の 字 に 外 反 す る 口 縁 邸 内 外 面 ヨ コ ナ デ T － T －〝 ト レ ン チ

に　 ぷ　 い 緻　　 密 硬 質 1 3 ．3 口 頸 部 外 面 肩 部 へ ラ ナ デ 仕 上 － 9 0 cm

黄　　 橙 直 立 気 味 外 傾 す る 外 面

口 縁 部 と 内 等 す る 内 面

口 縁 部

げ

内 面 肩 部 へ ラ ケ ズ リ

（外 面 に ス ス 沈 着 ）

117 壷 又 婆 橙 均 質 緻 密 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 に 外 反 す る 内 外 面 ヨ コ ナ デ C 　 グ リ ッ ト

硬 質 1 4 ．5 口 頸 部

内 傾 す る 口 縁 上 端 面 に

凹 線 文 1 条

内 面 口 縁 上 端 に 凹 線 1

条

内 面 口 縁 下 端 に 1 凹 面

内 面 肩 部 ユ ビ オ サ エ － 3 0 c m

118 壷 又 婆 赤　　 褐 粗 砂 点 在 良 好 口　 径 「 く 」 の 字 に 外 反 す る 外 面 口 縁 部 ヨ コ ナ デ Q ′ ト レ ン チ 中 央 部

中 砂 散 在 や や

硬 質

1 8 ．8 口 頸 部

口 縁 上 端 面 を 水 平 に つ

く り 、 1 条 の 洗 練 文 を

入 れ る 。

内 面 口 縁 部 上 下 端 に 弱

い 凹 面

肩 部 タ テ パ ケ

後 ヨ コ パ ケ 、 ナ ナ メ パ

ケ

内 面 口 綾 部 ヨ コ パ ケ

肩 部 へ ラ ケ ズ リ

後 ナ デ 、 ユ ビ オ サ エ

－ 1 2 0 c m
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遺物
番号

器　 種 色　 調 胎　 土 焼成 法量らm） 形態上 の特徴 手法上の特徴 備考 （出土地 点）

119 壷 又聾 赤　　 禍 中砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字 に外 反す る 外 面口縁 部 ヨコナデ 0 ′トレンチ

緻　　 密 硬 質 15．2

き

口頸 部 肩部 ヨコパケ －120－130cm
外 面口縁下部 に鈍い稜

内面口縁端 に稜 を作 り、

端 面 を面 ど りして外傾

させ る－。

内面 口縁下部 に弱 い凹

面

胴上部直 立気味ナ ナメ

パ ケ
胴下部 ナナ メパ ケ ？

内 面口縁部 ヨコパ ケ

後 ヨコナデ

肩部 ヨコナデ

胴部へ ラケズ リ

（外面 にスス沈着 ）

120 壷 又璽 浅 黄 橙 粗砂 点在 良好 口　 径 「く」 の字 に外反す る 内外 面口縁部 ヨコナデ 0 ′トレンチ中央 部

緻　　 密 硬 質 ・15．4 口頸 部

緩 内等 の 口縁部

口縁上端 に面 どりをし

て外傾

内面 口縁端 に稜

外 面肩部 タテパケ

後 ヨコパケ

内面肩部 へ ラケズ リ

－ 120cm

121 壷 又聾 浅 黄　 ～ 小礫 点在 良好 口一　径 トく」 の字に外反す る 内外 面口縁部 ヨコナデ 0 ′トレンチ

にぷい橙 粗砂 散在 やや

硬質

17．2 口頸 部

緩内等 直 立気味 の 口縁

部

口縁上端 に面 どり無 く

丸 くおさえる

内面 口縁部 に 2 凹面

外 面肩部 ナナ メパ ケ

後 ヨコナデ

内 面肩部 へ ラケズリ

12 壷又聾 浅 黄 橙 粗砂 散在 良好 口　 径 「く」 の字に外反す る 口縁部 内外面 ヨコナデ 0 －0 ′トレンチ

紳砂 均質 やや

硬 質

18．0 口頭 部

口縁上部 内面 に稜

外傾す る外 面口縁部 と

・内等 す る内面口縁 部

内 面肩部 へ ラケ ズリ

123 壷 又婆 外面灰褐 粗砂 点在 良好 口　 径 「く」 の字 の頸 部 口縁部 内外 面 ヨコナ デ T 〝．トレ ンチ
内　　 面

にぷ い橙

緻　　 密 硬 質 15．4 直立す る外面 口縁部 に

2 凹面

内等 し立上 がる内面 ロ

縁部

口縁端 部 を丸 く’お さえ

る

内面肩部 へ ラケズ リ －50cm
（外 面 にス ス沈着）

124 壷 又婆 外　　 面 ・粗砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字 の口頸 部 外面 口縁部 ヨコナデ T O トレンチ ．

浅 黄 橙

内　　 面

灰

オリ「ブ

緻　　 密 硬 質 12．7 ロ縁 下部 に凸 面外反す

るロ縁部外面 と内等 す

る口縁部 内面

口縁 端部 を丸 くお さえ

る

肩部不規則 なパケメ

内面 口縁部 へ ラ主ガキ

？肩部へ ラケズ リ

（外 面にスス沈着）

15 壷 又聾 にぷ い橙 粗砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字の頸 部 口縁部外 面 ヨコナデ T O トレンチ

緻　　 密 硬 質 19．0 口縁下部 に鈍 い稜

稜 上位 の凹面か ら内等

気味の 口縁外 面 と凹面

か ら外反 する口縁内面

口縁上端部 を丸 くおさ

える

口縁部 内面へ ラ ミガキ －30－40cm

（外 面 にスス沈着）

126 壷又聾 外 面灰褐 中砂 散在 良好 口　 径 「く」 の字の口頸 部 口縁部 内外 面 ヨコナ デ T －T ′′トレンチ

内　　 面

明 赤 褐

緻　　 密 硬 質 16．6 口縁下部 に短 かい垂 下

気味の稜

外傾 す る外面 口縁部に

凹面 2

内奪 す る内面 口縁部

口縁上端面 を丸 く・お さ

える

外面頭 部 タテパケ

一後 ヨコナデ
内面肩部 へ ラケズ リ

（外 面 にス ス沈着）

－46－
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遺物1

番号
器　 種 色　 調 胎　 土 焼 成 法量6m） 形態 上の特徴 手法上 の特徴 備 考 （出土地点）

1訂 壷又聾 橙 小砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字の頸部 口縁部内外 面 ヨコナデ 円形周溝 墓　 第14図

緻　　 密 硬 質 14．0 （複 合口縁）

口縁下部 に外方 を向 く

鋭 い稜

水平気味 に内傾す る口

縁上端 面

緩外 反 し緩内等 す る口

縁部 内外面

外面 口縁 上部 をや やツ

マ ミ出す

内面肩部へ ラケズ リ No－⑬

外面赤色顔 料塗付

13 壷又聾 明　赤 褐

ト

粗砂 散在 良好 口　 径 「く」 の字の 口頸部 口縁部 内外面 ヨコナデ C グリ ッ ド

緻　　 密 硬質 21．4 内傾 する口縁 上端面 に

凹面

外 面口縁下部 に凸・帯

内面口縁部 に弱凹 面 2

－25cm

（Q トレンチ東部

－40－50cm ）

1乃 壷又碧 明　赤 褐 中砂散 在 良好 口　 径 「く」 の字の 口頸 部 口縁部 ～肩部 を均厚 に C グリ ッ ド

緻　　 密 硬 質 15 ．8 内傾す る口縁上端面 に す る －40cm

沈着 1 条

外 面口縁 下部 に凸帯 1

条

内 方 を向 く凹面 か ら外

反 する内面 口縁部

口縁 上端 面 を外方へ つ

まみ出す

口縁部 内外面 ヨコナデ

外面肩部 タテパ ケ

後 ヨコパ ケ

内面頸 部ユ ビオサエ

内面肩部へ ラケズ リ

（外面 にスス沈 着）

1測 壷又聾 浅 黄 橙 中砂散 在 良好 口　 径 緩外 反す る外面 口縁部 外面口縁部 ヨコナデ 円形 周溝墓　 第14図

緻　　 密 硬 質 26．0 弱凹 面 を 2 つ もつ 内面

口縁部

口縁端部 を丸 く串さえ

・る

内面 口緑部へ ラ ミガキ N0－－－④

C グリッ ド

－40cm

2 4 フイゴ 外 面灰 白

内　　 面

にぷい橙

小礫 点在

緻　　 密

良好

硬 質

外　 径

9．5

内　 径

3．2

E ′トレンチ西部

－50cm

l

25 土　 錐

a 土　 錐 灰　　 白 石　 英 粒 良好 完形品 全長　 3．5　 内径　0．4 0 トレンチ

点　　 在

緻　　 密

やや

硬質

最大径 1．25

（cm）
－40Crn

b 土　 錐 灰　　 白 均質緻密 良好 略　 完 全長 ‘4．2　 内径　0．45 0 トレ ンチ東部

やや

硬質

形　 品 最大径　 0．8

（cm）
－90cm

C 土　 錐 灰　　 白 均質緻密 良好 略　 完 全長 5．8　 内径　 0．55 外面赤色顔料塗付 E ′トレンチ西部

やや

硬 質

形　 品 最 大径　 0．9

（cm ）

－50cm

d 土　 錐 浅 黄 橙 均質微粒 良好 不　 完 残存 長　3．7 1勾径　 0．5 A グリ ッ ド

やや

軟質

形　 品 最大径 1．5

（cm ）

－40cm
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遺物
番号

器　 種 色　 調 胎　 土 焼成 法量km） 形態 上の特徴 手法上の特徴 備 考 （出土地点）

e 土　 錐 にぷ い褐 均質緻密 良好

やや

碩質

完形 品 全長 4．75　　 内径　 0．7

最大径 1．25

（cm）

E － E ′トレ ンチ間

⑪

0 、0 ′トレンチで

7 個片

E 、E ′トレンチで　 6 個片

A グリッ ドで　 1 個 片

T トレンチで　 1 個片

計15個 分 を検出す る。

2 6 高　 杯 橙

l

中砂点 在 良好 口　 径 内等 し外 反す る士不部 内 外面へ ラ ミガキ T トレンチ東部

緻　　 密 やや

硬 質

27．2 内面 上端 部 に凹線 1 条

外 面中部 に垂下す る稜

－50～90 cm

2訂 高 ・士不 橙 中砂 点在 良好 口　 径 外 反す る士不部立上 が り 外面へ ラ ミガキ T トレンチ東部

細砂散 在 やや

軟質

24．2 上端 部 を丸 くお さえる

立上が り下部 に下方 を

向 く稜 ・・1

内面不 明 －70cm

（外面赤色顔料 塗付）

2お 高　 士不 橙 均 質緻 密 良好 口　 径 内等 し外反す る士不部 内外面 へ ラ ミガキ T O トレンチ

明　 赤 褐 硬 質 20．7 上端 部 を丸 くお さえる 東部～ 中央部

－20－40cm

2乃 高　 士不 明　 赤 褐 小礫 点在 良好 不明 （士不底部 ） 外面 タテヘ ラ ミガキ T O トレンチ

緻　　 密 硬 質 内面へ ラ ミガキ －30－40cm

2測 高　 士不 浅黄橙～ 小礫 点在 良好 口　 径 外反す る口縁部 外面 ヨコナデ A グリ　ッ ド

に　ぷ　 い

黄　　 橙

緻　　 密 硬 質 25．0 内面上端部 が水平 内 面へ ラケズ リ

後へ ラ ミガキ

231 高　 士不 外　　 面 均　　 質 良好 口　 径 口縁下部 に短 かい稜 内面へ ラミガキ 円形 周溝墓　 第14図

又　 は

器　 台

にぷ い橙

内　　 面

にぶ いい

黄　　 橙

中砂散 在 硬 質 17．6 底部 外面外反、内面 内

等そ して内外面二段 に

外 反す る口縁部

上端 部 を丸 くお さえる

No －⑱

2詔 器　 台 明 赤 褐 ′ト礫 点在 良好 口　 径 口縁 下部 に鈍 い稜 内外面へ ラ ミガキ 円形周溝 墓　 第14図

又　 は

高　 士不

緻　　 密 硬 質 20．4 上端 部 を丸 くお さえる

外 面は弱内等 し外反す

る
内面は内等 し外 反す る

土壌　　　　 No－（彰

23 高　 士不 浅 黄 橙 均 質緻 密 良好 口　 径 内等 し深 目の士不身 外 面粗 い タテパケ C グリッ ド北部

又　 は 硬 質 16．3 外面上部 をやや外反 後 ヨコナデ －60cnl

脚 付椀 丸味 のある上端 面 内 面 ヨコナデ

後へ ラ ミガキ

（外面赤色顔料塗付）

2割 土不又は 橙 粗砂 点 在 良好 口　 径 水平 な底 部 内外 面 ヨコナ デ T トレンチ

皿 緻　　 密 やや 13．7 内等 す る口縁 部 外 面底 部回転へ ラケズ －40cm

硬質 上端部 を丸 くおさえる リ？ （外面赤色顔 料塗付 ）

2蕊 高　 士不 橙 中砂点在 良好 口　 径 外傾気味 に内等 し、上 外面 タテパ ケ Q トレンチ

緻　　 密 硬質 16．3 部 が外 反す る土不身 後 ヨコナデ －40cm

端部 を丸 くおさえる 内面 ヨコナ デ （外面赤色顔 料塗付 ？）

2訴 高　 士不 橙 中砂点 在 良好 口　 径 弱 く内等 し外反す る士不 外面 タテパ ケ R トレ ンチ

緻　　 密 硬 質 16．2 身 後 へ ラ ミガキ －40－ 50cm

上端部 を外方へ ツマ ミ
J出 し

丸 くオサ エル

内面へ ラ ミガキ

内面 に赤色顔料塗付 ？

（外面 にスス沈着 ？）

237 高　 士不 橙 小礫 点在 良好 内 面底部 に赤色顔料 を 外 面粗いパ ケメ 0 トレ ンチ東部

緻　　 密 硬 質 付 けたヘ ラ ミガキによ

り放射 線状 暗 文

後 赤色顔 料塗付

後 ヨコナデ
－ 1‘00cm
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遺物l

番号l
器　 種 色　 調 胎　 土 焼成 法量をm） 形態上の特徴 手法上の特徴 備考 （出土地点）

2認 高　 士不 明　赤 褐 粗砂点在 良好 口　 径 内傾する口縁端面に凹 外面タテパケ ‘C　グリッド

緻　　 密 硬質 18．4 面 1 条 後 ヨコナデ

後赤色顔料塗付

内面赤色顔料塗付

後へラミガキ暗文

－50cm

239 高　 士不 橙 小砂散在 良好 口　 径 上端部 を丸くおさえる 外面パケメ後ヨコナデ 0 トレンチ

緻　　 密 やや 18．4 口縁上部 を緩外反させ 内面へラミガキ －90～110cm

硬質 る 放射線状暗文 東壁より　　 100cm

南壁より　　　　 230cm

240 高　 士不 橙 粗砂点在 良好 口　 径 口縁上部を緩外反させ 外面パケメ後赤色顔料 0 －0 ′トレンチ間

緻　　 密 硬質 18．5 る

上部 を丸くおさえる

塗付

後ヨコナデ

内面赤色顔料塗付後弱

いヘラミガキ

－110　cm

241 高　 士不 橙 粗砂点在 良好 不　　 明 外面パケメ後回転 ヨコ 0 ′トレンチ東部

緻　　 密 硬質 ナテざ

内面へラミガキ暗文

－ 120cm

242 高　 士不 橙 中砂散在 良好 口　 径 内傾 し丸味のある口端 外面パケメ後ヨコナデ 0 ′トレンチ東部

緻　　 密 やや

硬質

17．9 面 内面パケメ後、底部を

ヘラミガキ

－90－110cm

243 高　 士不 に　ぷ　い 粗砂散在 良好 挿身底部 外面タテパケ T トレンチ

黄　　 橙 緻　　 密 硬質 内面へラミガキ （黒褐色腐植土層）

244 高　 士不 黄　　 橙 中砂散在 良好 士不身底部 外面タテパケ 0 ′トレンチ中央部

均　　 質 やや

硬質

内面ナデ － 110qm

245 高　 士不 淡　　 橙 ′」ヽ轢点在

緻　　 密

良好

やや

硬質

士不身底部 外面タテパケ

後 ヨコナデ

内面ナデ

後へラミガキ？

C　グリ　ッド

246 高　 士不 浅 黄 橙 小砂散在

均　　 質

良好

硬質

士不身底部 外面．タテパケ

内面へラミガキ？

B トレンチ西壁ピット

247 高　 士不 黄　　 橙 小礫点在 早野 士不身底部 外面パケメ Q －R トレンチ間

緻　　 密 ヤてつ
硬質 内面不明 －70cm

248 高　 士不 明　　 橙 ′」、礫点在 良好 挿身底部 外面ナデ 0 ′トレンチ

緻　　 密 軟質 内面不明 （ナデ） 中央 ピット　 ー120C

249 高　 士不 橙 均質緻密 良好

硬質

．土不身底部 外面パケメ後ナデ

内面ナデ （回転）．

C グリッド南部

－50cm

2Ⅶ 高　 士不 浅 黄 橙 中砂散在 良好 土不身底部 外面パケメ後強いナデ Q －R トレンチ
緻　　 密 硬質 内面ナデ？ －．50cm

251 高　 士不 淡　　 黄 均質緻密 良好

碩質

士不身底部 土不部左回りマキアゲ

内外面回転ナデ

U トレンチ西部

－55～65cm

252 高　 士不 橙 小砂点在 良好 長脚の高士不、三方より 外面へラミガキ T －T 〝トレンチ

緻　　 密 硬質 小円形の穿孔 根石直下の黒土層

23 高　 士不 淡　　 黄 均質緻密 良好 長脚の高士不 外面へラミガキ 1T 〝トレンチ

硬質 三方より小円形の穿孔 士不部底面へラミガキ －90cm

2別 高　 士不 黄　　 橙 小砂点在 良好 長脚の高士不 外面赤色顔料塗付 円形周溝墓　 第14図

緻　　 密 やや

硬質

三方より小円形の穿孔 No－③

－49－
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遺物
番号

器　 種 色　 調 胎　 土 焼成 法量伝m） 形態上 の特徴 手法上の特徴 備考 （出土地 点）

25 高　 士不 灰　 黄 褐 中砂散 在 良好 士不底 面へ ラミガキ C トレンチ
緻　　 密 碩 質 脚部 タテパケ後へ ラ ミ

ガキ
－30－50cm

2鵠 高　 士不 浅　　 黄 中砂散 在 良好 脚端径 脚 下部 に凹線 文 4 条 脚 中部 に タテパ ケメ文 U トレンチ
やや

碩 質
12 ．7 内等 す る脚下端 面 脚内面下部 に ヨコパ ケ

メ

－40～50cm
南壁 よ り　　 40～53cm

西 壁よ り　 500～52 5cm

257 高　 士不 灰　 黄 褐 粗砂点 在 良好 土不底面へ ラ ミガキ T 〝トレ ンチ
緻　　 密 やや

硬 質

脚部へ ラ ミガキ

脚天井部ユ ビオサエ

根石直下 の黒土層

2認 高　 士不 に　ぷ　 い 石 英 粒 良好 胴 の太い脚部 で爛 天井 士不部底面へ ラ ミガキ T 〝トレ ンチ
黄　　 橙 散　　 在 硬 質 部 の凹面が よ く見 える 外面脚部へ ラ ミガキ －90cm

2籾 高　 士不 橙 中砂 点在 良好 胴 太の脚部 で脚天井 部 外面へ ラ ミガキ T O トレンチ

緻　　 密 硬 質 の凹面が よ く見 え る 脚内面ユ ビオサエナデ 東部～中央部

2伽 高　 士不 橙 粗砂 点在 良好 脚端径 胴 太の脚部で脚天井 部 外面 タテヘ ラ ミガキ T O トレンチ

微 砂 質 やや 13．5 に凸塊 面 が見える。 士不底部へ ラ ミガキ 東部 ～中央部

硬 質 脚 下部が弱内等 し、下

端 面は凸面気味外傾 し、

内面下部 に稜

脚部内面粗 いパ ケメ後

ナテざ

－20～40 cm

261 高　 士不 浅 黄 橙 均質緻密 良好 脚端 径 「ハ」 の字 に開 く胴太 外面 タテヘ ラ ミガキ T O トレンチ
やや

硬質

15．7 の脚部

外面下部 に凹面、

内面下部 に凹線文 1 条

外傾す る端 面は凸面気

味

内面細 かいパ ケメ調整

後 ナデ仕上 げ
－50～90cm

2位 高　 士不 灰　　 褐 中砂 散在 良好 脚端 径 大 き く 「ハ」 の字 に開 外面細 かいヘ ラ ミガキ T －T ′′トレンチ間
均　　 質 硬 質 17．6 く脚

外傾す る下端 面 に洗練

1 条
内面下部 に弱 凹面

内面 へラケズ リ後ナ デ －90cm

2倍 高　 士不 灰　　 白 小礫 点在 良好 脚天 井部 に平 面が見 え 外 面ナデ ？ T O トレンチ

緻　　 密 やや

軟質
る 内面不 明

士不底部 ナデ ？

東部 ～中央部

2蝕 高　 士不 明　　 橙 均　　 質 良好 脚天 井部 に平 面が見 え 外面へ ラ ミガキ C グリッ ド北部

中砂散 在 やや

硬 質

る 内面 ナデ

土不底部へ ラ ミガキ
－60cm

26 高　 士不 浅 黄 橙 粗砂 点在 良好 脚端径 低 い 「ハ」 の字の脚 外面脚部 へ ラミガキ T O トレ ンチ南西部
緻　　 密 やや

硬 質

11．0 三方 よ り小 円形 の穿 孔

脚 下部 に凹線 文 1 条

下端 面 は外傾 す る平面

内面脚部 ヨコナデ

土不底部 ナテざ？－
－50～60cm

2駈 高　 士不 橙 均質緻密 良好 脚端径 低 く大 きく 「ハ」 の字 外面脚部へ ラミガキ T O トレンチ
硬 質 12．6 の脚

下端面は外傾 す る平面

内面脚部パ ケメ後部 分

的へ ラ ミガキ

杯底部へ ラ ミガキ

－30－40cm

267 高　 士不 黄　　 橙 均　　 質 良好 脚端径 低 い 「ハ」 の字 の脚 外面脚部 タテヘラ ミガ T O トレンチ
微 細　 質 やや

硬 質

11．2 外 面下 部 に凹面文

下端 面は水平気味 の平

面

キ

内面脚部 ヨコナデ
－40cm

2鎚 高　 士不 赤　　 橙 粗砂 点在 良好 脚端 径 低 い 「ハ」 の字脚 内外 面ナデ ？ T O トレンチ
細砂散在 やや

軟質
9．9 下部 が緩 内等 し、端面

を丸 くオサエ ル

東部～ 中央部

－20－40cm

－50－

＿　r

e
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遺物
番号

器　 種 色　 調 月台　 土 焼 成 法量 らm） 形態 上の特徴 手法上 の特徴 備 考 （出土地 点）

茄9 高　 士不 暗 赤 褐 中砂 散在 良好 低 い 「ハ」 の字の脚 脚部 外面細 かいヨコへ A グリ ッ ト北部
緻　　 密 硬質 脚天井部 に空 洞 が見 え ラ ミガ’キ －65cm

る 脚部内 面 タテの ユ ビナ

デ

ま不底部 へ ラ ミガキ

（外面赤色顔料塗付）

㌘0 高　 士不 灰　　 白 均　　 質 良好 低 い 「ハ」 の字の脚 脚部外 面パケ メ A グリッ ド周溝内
細 砂 質 やや

軟質

後 ナデ ？

脚部内面 ヨコナデ
－65cm

訂1 高　 士不 浅 黄 橙 小礫 点在 良好 下 半部 が大 きく 「ハ」 脚部外面へ ラ ミガキ E トレンチ
微細砂 質 やや

硬 質

の字の脚

（低脚 挿 ？）

脚内面上半部 タテナデ

脚内面下半部 ヨコパケ

後ナデ

272 高　 士不 浅　 黄　 橙 粗砂 点在 良好 下 半部 が大 き く 「ハ」 脚 外面へ ラ ミガキ C ′トレンチ
緻　　 密 硬 質 の字 の脚

（低脚士不？）

脚 内面当具 を使 ってナ

デ ？

273 高　 士不 淡 褐　 橙 粗砂 点在 良好 三 方よ り小円形 の穿 孔 脚 外面 タテヘ ラ ミガキ Q トレンチ
微細砂質 やや

軟質

脚 内面上半部 ヨコへ ラ

ケズ リ

－40－50 cm

274 高　 士不 明　　 橙 均　　 質 良好 脚端 径 下 半部 が大 き く 「ハ」 不明 （ナデ ？） 0 ′トレンチ

細 砂　 質 軟 質 9．2 の字の低 脚

脚天井部 の平面 が見 え

る

－ 110 cm

北壁 よ り　　　　　 30cm

東壁 よ り　　　　 150 cm

275 高　 士不 明　赤 褐 粗砂散在 良好 外 面士不底部 タテパ ケ後 ．Q －R トレ ンチ
細 砂　 質 硬質 ヘ ラミガキ

外 面脚部 タテヘ ラ ミガ

キ

内 面脚部 ヨコへ ラ ミガ

キ

－80cm

276 高　 士不 淡　　 橙 均　　 質 良好 下半部 が大 きく 「ハ」 不 明 ‘（ナデ ？） B ′トレンチ
微細砂 質 やや

軟質

の字の脚

（低 脚挿 ？）
－40cm

277 高　 士不 淡 橙 褐 粗砂 点在 良好 三方よ り小円形 の穿 孔 士不底面へ ラ ミガキ C トレンチ東方
微細砂 質 硬 質 （脚 中部） 外 面士不底部パ ケメ後 ナ

デ

外 面脚 タテへ ラ ミガキ

内面脚へ ラケズ リ後 ナ

テざ

278 高　 士不 明　黄 褐 中砂散 在 良好 土不底面へ ラ ミガキ C ′トレンチ
緻　　 密 硬 質 外 面士不底部粗 いパ ケメ

後 ナデ
・－40cm

279 高　 士不 浅 黄 橙 中砂散 在 良好 脚 中部 に三方 よ り小 円 脚外 面へ ラ ミガキ後 明 T トレ ンチ
緻　　 密 硬 質 形 の穿 孔 橙色 の赤色顔料塗付 －50cm

2的 高　 士不 淡 橙 褐 粗砂点 在 良好 脚 中部 に三方 より小 円 脚外 面 タテパ ケ後へ ラ 0 ′トレンチ

緻　　 密 硬 質 形 の穿孔 ミガキ

脚 内面へ ラケズ リ後 ユ

どの タテナ デ

㊧ 脚内 面上部 に見 られ

るタテナデは、女性 の

人 差 し指 と推 定 され る

281 高　 士不 明　赤 橙 中砂散在 良好 脚下 半部 が大 き く開 く 士不部底面ナ デ ？ 円形周溝墓　 第14図

億 月誓 ） 緻　　 密

l

硬 質 低脚士不又は椀 外 面へ ラ ミガキ

内面上半部 ヨコパ ケ

No－⑪

ー51－



遺物

番号
器　 種 色　 調 胎　 土 焼 成 法皇もm） 形 態上 の特徴 手法上の特徴 備考 （出土地 点）

認2 高　 稀 に　ぷ　 い 中礫 混入 良好 脚端径 脚 下半部 が大 きく開 く 外 面脚 上半部 ヨコへ ラ 円形 周溝墓　 第14図

低脚付 黄　　 褐 均 質緻 密 硬 質 15．2 低 脚士不又 は椀 ミガキ ‰ 一一一（令

（碗 ？） 開脚部 に四方よ り小円 外 面脚下 半部粗 いパ ケ No－⑱

形 の穿孔 メ後弱 い ヨコへ ラ ミガ

キ

内面脚上半部 ヨコナデ

内面脚下半部パ ケメ後

ナテざ

A グリ ッド北部

－65cm

2幻 高　 士不 青 灰　 白 均　　 質 良好 脚 中部 に 1 又 2 条 の凹 内外面 ヨコナデ ？ 0 ′トレンチ

微糸田砂質 硬質 線 文を有す る高膵

（土師 ）

－65cm

ll

2朗 蓋　 菓頁 浅 黄 橙 中砂散 在 良好 上端径 上面 が二段階 の凹面 に 上面 ナデ T －T 〝トレンチ間

緻　　 密 硬質 3．7 より成 る

直立気味 に外 反す る外

面上半部

内面 中央 の天 井部 に凹

面

外面 タテヘ ラミガキ

内面パ ケメ調整後ナ デ

仕上 げ

上 面外縁 へ ラオサエ

黒褐色 腐植土層

2ぬ 蓋　 類 淡 黄 橙 粗砂 点在 良好 上端 径 上面 に凹面 外 面頭部 ～上面 ヨコナ T O トレンチ

微 砂 質 やや

硬質

5．0 上面外縁 を丸 くおさえ

る

弧状 に外 反す る頸 部

緩内等 す る肩部

デ

外 面肩部 タテヘ ラ ミガ

キ

内面ナデ後部分的 にへ

ラミガ、キ

東部～ 中央部

2妬 蓋　 類 浅 黄 橙 中砂 散在 良好 上端 径 上 面が凹面 外面ナデ T O トレンチ

微細砂質 やや

硬 質

7．5 上面外縁 を丸 くおさえ

る

内面不明 －40cm

287 蓋　 類 淡　 黄 橙 中砂 散在 良好 上端 径 上面 が凹面 内外面ナデ ？ T O トレンチ

棚 田砂質 やや

軟質

6．4 上 面外縁 を丸 くお さえ

る

弧状 に外反す る頸 部

緩 内等 す る肩部

－40cm

2鶴 蓋　 類 明 橙 褐 小礫 点在 良好 上端径 上面 が平担気味 の凹面 上面ナ デ T O トレンチ

緻　　 密 硬質 5．2 上面外縁 を内傾気味 に

お さえる

内面へ ラ ミガキ

外面頸部ユ ビオサエ
－40cm

289 蓋　 類 浅 黄 橙 中砂 散在 良好 上端 径 上面 が浅 い凹面 外面 へラ ミガキ D グリッ ド中央部

緻　　 密 硬質 5 ．0 上面外縁 を内傾気味 に

おさえる

内面天井部 に凹面

内面 ナデ －55cm

2湘 蓋　 類 明　黄 橙 小轢点在 良好 上端 径 上面 が深 目の凹面 内外面ナデ ？ B グリ ッ ド

細 砂　 質 や や

軟質

4．2 上面外縁 を丸 くおさえ

る
直立気味 に外反す る外

面上部

－50cm

291 蓋　 類 橙 粗砂散 在 良好 上端 径 上面 が深 目が凹面 外面頸部へ ラ ミガキ T O トレンチ

緻　　 密 硬 質 5．1 上面外縁 を丸 くおさ え

る

弧状 に外反す る頭 部

上面粗いヘ ラ ミガキ

内面天 井部粗 いヘ ラ ミ

ガキ

2盟 蓋　 類 浅 黄 橙 粗砂 点在 良好 上端径 上 面が凹面 ツマ ミ外面 ナデ B トレンチ

緻　　 密 硬 質 5．2 上 面外縁 を面 ドリ気味 外面蓋部パ ケメ後 へ ラ 第③ ピッ ト

下端径

16．2

オサエ
緩や かに内等 す る蓋身
部
下端 部 を丸 くオサエ ル

ミガキ
内面天井部 ナデ

（貯蔵穴）

一52一

弓
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遺 物

番 号
器　 種 色　 調 月台　 土 焼 成 法 皇 もm ） 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考 （出 土 地 点 ）

2 粥 蓋　 類 浅 黄 橙 粗 砂 散 在 良 好 下 端 径 外 傾 す る 下 端 面 に 櫛 描 外 面 タ テ パ ケ 円 形 周 溝 墓　 第 1 4 図

緻　　 密 ．や や

硬 質

1 9 ． 3 洗 練 3 条 後 ヨ コ ナ デ

内 面 ナ デ

土 塊　　　　 N o 一一一③

（下 端 面 に ス ス 沈 着 ）

別 器　 台 浅 黄 橙 均　　 質 良 好 口　 径 口 縁 下 部 に 下 方 を 向 く 外 面 口 縁 部 ・ 脚 縁 部 は T O ト レ ン チ

微 糸田 砂 質 硬 質 1 8 ．5 稜 ヨ コ ナ デ 東 部 ～ 中 央 部

器　 高 脈 上 部 に 上 方 を 向 く 稜 筒 部 は タ テ ヘ ラ ミ ガ キ － 2 0 － 4 0 c m

1 2 T．9

脚　 径

9 ．5

口 縁 部 を 外 反 さ せ 、 口

縁 端 を 丸 く お さ え る

脚 部 内 面 は 弱 内 考 し 「

ハ 」 の 字 に 開 く

内 面 は 不 明 な れ ど ナ デ

？
．　0

筒 部 は オ サ エ ・ ヨ コ ナ

・・一寸7 ‾

口 径 が 脚 径 の 2 倍 ？

2 第 器　 台 明 橙 褐 中 砂 散 在 良 好 直 立 す る 筒 部 外 面 へ ラ ミ ガ キ T O ト レ ン チ

緻　　 密 碩 質 内 面 口 縁 部 へ ラ ミ ガ キ

内 面 筒 部 エ ビ オ サ エ

後 ヨ コ ナ デ

東 部 ～ 中 央 部

－ 2 0 － 4 0 c m

2 ％ 器　 台 明 浅 黄 橙 粗 砂 点 在 良 好 内 傾 気 味 に 直 立 す る 箇 外 面 へ ラ ミ ガ キ 0 ′ ト レ ン チ

緻　　 密 硬 質 部 内 面 口 縁 部 へ ラ ミ ガ キ － 1 1 0 c m

（外 面 に 赤 色 顔 料 塗 付 ） 内 面 筒 部 ～ 脚 部 ヨ コ ナ

デ

東 壁 か ら　　　 1 4 0 c m

南 壁 か ら　　　　　 3 5 c m

乃 7 器　 台 淡　 赤 橙 均 質 緻 密 良 好 口　 径 外 傾 す る ロ 縁 部 に 平 行 外 面 胴 部 タ テ パ ケ T 〝 ト レ ン チ

硬 質 1 5 ． 9 櫛 描 文 （ 7 条 ）

口 縁 下 部 に 稜

内 面 上 部 は 内 等 し 、 端

部 を 丸 く お さ え る

後 へ ラ ガ キ

内 面 上 部 ヨ コ へ ラ ミ ガ

キ

（外 面 に 赤 色 顔 料 塗 付 ）

－ 5 0 － 8 0 c m

2 ％ 器　 台 に　 ぷ　 い 中 砂 散 在 良 好 口　 径 外 傾 す る ロ 縁 部 に 平 行 外 面 ヨ コ ナ デ T O ト レ ン チ

赤　　 橙 微 細 砂 質 や や 1 4 ． 5 櫛 措 文 （ 6 条 ） 内 面 へ ラ ケ ズ リ 東 部 ～ 中 央 部

硬 質 口 緑 下 部 に 下 方 を 向 く

稜

内 面 口 縁 上 部 に 上 方 を

向 く 凹 面

（器 台 の 脚 部 の 可 能 性

有 ）

－ 2 0 － 4 0 c m

2 泊 低 脚 土不 に ぷ い 褐 均 質 緻 密 良 好

硬 質

土不 部 底 面 へ ラ ミ ガ キ

脚 部 内 面 粗 い ヨ コ へ ラ

ミ ガ キ

A グ リ ッ ト 南 部

－ 6 0 c m

3 帥 低 脚 土不 淡 黄 橙 均　　 質 良 好 蓋 類 の 可 能 性 有 外 面 不 明 （ナ デ ？ ） R ト レ ン チ 北 部

細 砂 質 や や ．

軟 質

脚 部 内 面 へ ラ ケ ズ リ

後 ナ デ

－ 8 0 c m

3 0 1 低 脚 土不 淡　　 黄 均　　 質

紳 砂　 質

良 好

や や

軟 質

外 面 不 明 （ ナ デ ？ ）

脚 部 内 面 へ ラ ケ ズ リ

T O ト レ ン チ

3 0 2 低 脚 土不 明　　 褐 均 質 緻 密 良 好 脚　 径 台 付 椀 の 可 能 性 有 士不 部 底 面 へ ラ ミ ガ キ T ′′ ト レ ン チ

硬 質 3 ．6 外 面 土不 底 部 パ ケ メ 後 ナ デ

脚 部 内 面 ナ デ
－ 5 0 c m

3 （B 低 脚 土不 明 浅 黄 橙 小 砂 散 在 良 好 脚 径 台 付 椀 の 可 能 性 有 °士不 部 内 面 へ ラ ミ ガ キ T － T 〝 ト レ ン チ ・

緻　　 密 硬 質 6 ． 3 脚 部 外 面 タ テ ヘ ラ ミ ガ

キ

脚 部 内 面 ヨ コ へ ラ ミ ガ

キ

脚 下 端 を 丸 く お さ え る

黒 褐 色 腐 植 土 層
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遺物
番号 器　 種 色　 調 胎　 土 焼 成 法量屈 形 態上の特徴 手法上 の特徴 備 考 （出土地点）

馳 低脚士不 浅 黄 橙 粗砂 点在 良好 士不部内面へ ラミガキ 円形 周溝 墓　 第14図

細 砂　 質 やや

硬 質

外面土不底部 ヨコナデ

脚部 内面ナデ

No－⑭

3駈 低脚土不 浅 黄 橙 粗砂 点在 良好 台付壷 の可能性 有 士不部内面 ナデ Q －R トレンチ
細 砂 ・質 やや

軟質

土不部外面 ナデ

脚部内面 ナデ
－10cm

3（垢 低脚士不 淡 黄 橙 小礫 点在 良好 台付 壷の可能性 有 土不部内面 ナテざ？ Q トレンチ
緻　　 密 やや

硬 質

士不部外面 ナデ

後へ ラ ミガキ

脚部内面 ヨコナデ

－35cm

測7 低脚土不 灰　　 黄 中砂散 在 良好 脚　 径 大 きく外反 し端部 を丸 杯部内面へ ラ ミガキ Q トレンチ

小 砂 質 やや

硬 質

7．8 くお さえた脚部 脚部内外面 ヨコナデ ⊥35cm

3鵬 低脚士不 に　ぷ　 い 均 質緻密 良好 脚　 径 脚 下端 部 を丸 くお さえ 土不部内面へ ラ ミガキ T 〝トレンチ

黄　　 橙 硬 質 5．2 る 脚部外面粗 い タテヘ ラ

ミガキ

脚部内面 ヨコへ ラ ミガ

キ

－90cm

3脚 石　 器 緑　　 色 残 存長 断 面形 が平面扁平 な略 全面 を研磨す る U トレ ンチ

凝 灰　 岩 12．2 楕 円形 －50cm

310 柱状片 腹部 に凹面が あ り先端 背部 を剥 離成形 し、そ T O トレンチ北 東部

刃石斧 には打 撃痕 が ある の他 の面 を鏡肌状 に研 －30－40cm

背部 に鼠歯状痕 磨 根石直下の黒土層

（弥 生中一後期）

311 石　 棒 玄　 武 岩 全　 長

17．3

片面 が扁 平 な略楕 円形

の断面 をもつ、
端 部 に打撃痕

全面研 磨 0 トレンチ

－55cm
（5 世紀頃 と推定）

312 石包丁 郡 （緑色） 背 が琴曲 して、刃 が緩 背部 に丸味 を出す為 に U トレンチ
変成岩 ？ 曲線 を措 く 研磨 す る －55cm

中央部 の背部 近 くに両 穿孔付近 も部 分的 に研 焼土 直上
面 よ り穿 たれた 2 個 の

紐掛孔

磨 （弥 生中一後期）

3娼 鉢　 型 暗 褐 灰 小礫 点在 良好 口　 径 底面 と側 面の境界 がな 内面へ ラ ミガキ 0 トレンチ
土　 器 粗砂 散在 や や 16．2 く内等 し立上が る 外 面へ ラケ ズリ － 110cm

硬質 口縁端 面 を丸 くおさえ

る

後粗雑 なヘ ラ ミガキ （直下 よ り木炭検 出）

314 台付椀 明　黄 褐 粗砂 点在 良好 口　 径 上 ・下 の端 面 を丸 くお 内 面へ ラ ミガキ T O トレンチ西部

緻　　 密 やや 10．0 さえる 外 面 ヨコナデ後弱へ ラ －90cm
硬 質 器　 高

4．9

底　 径

3．2

（低脚士不とす るには深

す ぎ、蓋類 とす るには

内面のヘ ラ ミガキが美

しす ぎる）

ミガ’キ

台部 内面ナデ

（弥 生中一後期 と推定）

315 土不 青　　 灰 粗砂点 在 良好 口　 径 屈 曲 して立上 が る マ キアゲ 船 岡保 育所用地
須 恵器 緻　　 密 硬質 10．2 受部下方 に凹面 内面及 び口縁 部は ヨコ

ナデ
外面底部 はヘ ラケズ リ

後回転へ ラナデ ？

（円筒埴 輪 と同時期 に

推定 され る唯一の須恵

器 で ある）

－54－
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遺物
番号

器　 種 色　 調
l 胎 土

焼成 法量km） 形態 上の特徴 手法 Lの特徴 備考 （出土地点）

316 士不 灰　　 自 均質緻密 良好 口　 径 短い台形状の高台付 マキアゲ 0 トレンチ東部
土師器 硬質 14．3 内面上端に凹線

口緑端 を丸くおさえる

内等 して立上がる

内外面ヨコナデ － 105cm

317 蓋 青　　 灰 小礫点在 良好 口　 径 低く平田な天井部 マキアゲ 0 トレンチ東部
須恵器 中砂散在 硬質 16．5 頂部に径　2．5mmの宝珠 外面へラケズり後ナデ － 105cm

口縁下部に四面

直立する下端面に四線

1条
内面外線に凹面

内面ナデ 外面に 「キ」の墨書

318 士不 淡　青 灰 小礫点在 良好 口　 径 外傾する高台付 マキアゲ 0 トレンチ東部
須恵器 緻　　 密 硬質 15．6 内等気味に外傾 して立

上がる

口縁端部を丸 くおさえ

る

内外面ヨコナデ － 105cm

319 士不 晴　青 灰 小礫点在 良好 口　 径 外傾気味 ・逆台形の高 マキアゲ 0 トレンチ東部

須恵器 緻　　 密 硬質 15．0 ム口
内等 し外反する立上が

り、口縁端を丸くおさ

える

内外面 ヨコナデ － 110cm

東壁より　　　　 220cm

北壁より　　　　　 40cm

320 士不 オリーブ 粗砂散在 良好 底　 径 平底の士不 マキアゲ T 〝トレンチ

須恵器 灰 緻　　 密 硬質 6．4 弱外反 して立上がり内

等する

内外面 ヨコナデ

底面へラケズリ

－30－40cm

321 士不 灰　　 白 粗砂点在 良好 口　 径 屈曲し、上底気味の底 マキアゲ G トレンチピット内
土師器 緻　　 密 硬質 13．8 面 内外面 ヨコナデ －95cm

外傾気味に立上がり端
部が外反

外面口縁端に凹面
端部 を丸くおさえる

底面へラケズリ 東壁より　　　　　 85cm
北壁より　　　　 115cm
㊥

同種の士不を0 トレンチ

東部　　　　　 － 110cm

東壁より　　　　 220cm

北壁より　　　　　 75cm

の位置で検出している

32 士不 暗 灰　 白 小礫点在 良好 口　 径 屈曲 し、上底気味の底 マキアゲ C グリッド南部

土師器 微細砂質 やや

硬質

12．0 面。外傾気味に内等 し

て立上がり緩外反する

口縁部

端部を丸くおさえる

内外面ヨコナデ

底面へラケズリ

－40cm

323 土不 灰～暗灰 均質緻密 良好 口　 径 屈曲する底面 マキアゲ U トレンチ東壁

須恵器 硬質 14．3 外傾する高い高台
内等 して立上がる

内外面ヨコナデ
底面へラケズリ

－55cm

324 蓋 暗　 青 灰 均質緻密 良好 口　 径 高い天井部とかえりを 内外面ヨコナデ T ′′トレンチ

須恵器 硬質 12．1 有する蓋で、下端部を．

丸 くおさえる

－60cm

35 小　 鉢 暗　青 灰 粗砂点在 良好 口　 径 底面と側面の境界不明 マキアゲ R トレンチ

須恵器 緻　　 密 硬質 11．4 瞭。内等 して立 上がる

口縁端 を丸くおさえる

内外面ヨコナデ （土師質小皿 と対比）

326 婆 紫　 青 灰 粗砂点在 良好 口　 径 「く」の字に外反する 内外面口縁部 ヨコナデ T 〝トレンチ
須恵器 緻　　 密 硬質 11．1 口頸部。内傾する口緑

端面に凹面。
外面口上端 が凸帯状

内面口上端 に洗練 1条

背の張 る襲型土器

外面肩 タタキ

後ヨコナデ
内面肩弧状の粗い当具

痕

－30－40cm

3訂 士宣E 暗　　 灰 均質緻密 良好 口　 径 「く」の字の外傾する口 内外面ヨコナデ T ′′トレンチ
須恵器 硬質 12．9 縁部。内面上部が外反する －40－50cm

33 ＝量ご・宝E 淡　 青 灰 粗砂点在 良好 底　 径 外傾気味の高台 マキアゲ 0 ′トレンチ
須恵器 緻　　 密 硬質 6．3 内外面ヨコナデ －70－90cm
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遺物
番号

器　 種 色　 調 胎　 土 焼 成 法泉后m） 形態 上の特徴 手法上 の特徴 備 考 （出土地点）

3乃 捨　 鉢 に　ぷ　 い 粗砂 点在 良好 底　 径 高 さ約 2 cm の頑丈 な高 外面 ヨコパケ E トレンチ

備　 前 赤　　 禍 緻　　 密 硬 質 12．6 ム「1 内面 5 本歯 の密 な楠 描

3測 壷 晴　 青 灰 ′H 礫点在 良好 底　 径 略球状 の休部 外面肩～胴部 ヨコナデ B　グリ　ッ ド

須恵 器 緻　　 密 碩・質 5．6 肩下部 に凹帯 文 外面胴下部 ～底部へ ラ

ケズ リ

内面 ヨコナデ

－50cm

外 面肩部 に自然 柚

3 1 土　 釜 暗 線　 灰 均質緻密 良好 口　 径 外傾気味 凹面の 口上端 内外面 ヨコナデ E トレンチ

32 ．5 面。 内等 す るロ縁部

水平 気味 の ツバ

ッハ端 面 に凹線 1 条

ツバ内面 に指頭庄痕 －60cm

外面 に媒

3詔 土　 釜 晴　 膏 灰 小礫 点在 良好 口　 径 外傾 す る口．緑端 面 内外面 ヨコナデ E ′トレンチ

緻　　 密 硬 質 30．4 大 きく内等 す る口縁部

内面 口上端 部 に凸帯状

内傾 気味で平坦 なツバ

端 面

ツバ内面 に指頭庄痕 －60cm

3詔 土　 釜 オ・リーブ 均質緻 密 良好 口　 径 直立気味丸 くお さえた 内面 ツバ下 部に指頭 庄 0 ′トレ ンチ東部

灰 碩質 18．0 口縁端 。短 か く斜 め上

方 を向 くツバ

痕
内外面 ヨコナデ

－60cm

3飢 土　 鍋 淡　 黒　灰 小礫 散在 良好 口　 径 内等 気味 に内傾 す る口 内外 面 ヨコナテざ？ F トレンチ ピ ット内

緻　　 密 や や
硬質

33．9 縁端

外反 し内等 す る口縁部

（外 面に媒 ） －65cm

35 土　 鍋 晴　　 灰 均質緻密 良好 口　 径 「く」字 に外傾 す る短 内外 面 ヨコナデ E トレンチ
硬質 32．0 目口縁。 内傾 す る口縁

端 面 に洗練 1 条
－60cm

336 土　 鍋 内　　 面 均質緻密 良好 口　 径 水平気味 に外傾す る口 内外 面 ヨコナデ E　トレンチ

オ リーブ

灰

硬質 31．6 縁端 面。 内面の ロ縁上

半部 が直 立気味

－60cm

337 土　 鍋 内 面青灰 粗砂点 在 良好 口　 径 外傾す る凹面の 口緑端 内外面 ヨコナデ 0 ′トレンチ東壁

緻　　 密 紳砂

質
26．0 面。弧状 に内等 す る口

綾部 内面。外面 口縁上
部 に弱 凹面

－60cm

3：蛤 小　 皿 明　　 楕 小礫 点在 良好 口　 径 浅 く屈曲す る底部 手捏 T トレ ンチ　　　 ー37cm

土師 質 緻　　 密 やや

硬 質
8．2 端部 を丸 くお さえる

内等 気味立上 が る
内外面 ヨコナデ 東壁 よ り　　　 170 cm

北壁 よ り　　　　　 35cm

339 小　 皿 淡　 黄 楷 粗砂 散在 良好 口　 径 浅 目で大 き く屈 曲す る マキアゲ T トレンチ　　　 ー40cm

土師質 緻　　 密 やや

硬質

7．2 底 部

口端 部 を丸 くお さえる

内琴 気味 立 上が る

内外面 ヨコナデ 東壁 よ り　　　　 205cm

北壁 よ り　　　　　 52cm

（赤色顔 料塗付）

340 小　 皿 浅 黄　相 小礫 点在 良好 口　 径 緩 外反 して立 上が る マキアゲ T 〝トレ ンチ
土師質 粗砂散 在 細砂

質

7．8 屈 曲す る底 面 内外 面 ヨコナデ

外 面底部 へ ラケ ズリ？

－30－40cm

341 小　 皿 明　　 樗 均質緻密 良好 口　 径 内等 して立上が る マキアゲ R トレンチ北部

土師質 碩質 8．7 口縁端部 を薄 く仕上 げ

る

内外 面 ヨコナデ

回転 糸切底

－60、80cm

342 小　 皿 黄　　 楷 均質緻密 良好 口　 径 外反 し内等 して立上 が マキアゲ T －T 〝トレンチ
土師質 ・ 硬 質 7．4 る

口縁端部 を薄 く仕上 げ
る

内外面 ヨコナデ －90cm

㊥ 破片 も含め ると総 計

38個体 分の土師質小皿
を数 え る
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←弥生土器（中期）

弥生土器（後期）
1



鰯慰霊誠淵緬謬
一一一一　く叩　一朝
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格

灘
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註－（p
317の外面・宝珠横に「幸」又は「キ」の墨書
が見える。
註－②
329・他は中世措鉢の破片であり、櫛の本数に
注意を要する
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弥生式土器底部〈N0－200〉
麻布の織り目と見られる圧痕

←中世小皿（土師質）
l

㊥
●手捏ね（18片）
●マキアゲ手捏ね（4片）
●マキアゲ・内面ナデ

底面ケズリ（3片）
●マキアゲ回転糸切（10片）
●外反し内奪して立上がる（3片）
計38片を数える
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普通円筒埴輪

†（拓本－（か）

㊧上の二つの円筒埴輪は

同一のものである。

朝顔型円筒埴輪肩部
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